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●討論/日 本語ワー ドプロセッサを考える

●ε莞㌣ 日本語住民票オンラインシステム

●胱 コンピュータと国家

●ゼ㌧新生中国を垣間見る＼
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コンピェータは鯖
屯算室から事務室へ。

NECな らで はの コン ピュー タ とコ ミュニ ケ ー

ションの 融 合 による《C&C》 の 実 績 をもとに
、新

しい分 散 処 理 時 代 の渓 望 にお戻 し鈍

●分背馳 理の要 求 を先 翻 した汎 用
コンピュ_タ

ACOSシ ステム200--iOOO(・ 」・型 一超 大 型)

●分 散 事務 処 理 時代 の 対 話型 日本 語 処理

オ フィスコンピュータNECシ ステム50100150

●分散 事 務処 理 時 代 の手 軽なパ ー トナ ー

ビシネスパーソナル コンピュータNECシ ステム20

●分散 処 理 専 用 コンピュータのエース

N4700分 散 処 理 システム

●分 散処 理 通 信 制 御、産 業希・陶 の マルチサ_ヒ ス

NECMSIO/30f50/70

●分 散 処 理時 代 に最適 て豊 富な汎 用・業種 別 タベ ナル

プ 一夕エントリターミカ ・・インテリジェントターミナル 、
業種 ・業務 別 専 用 ターミナル

●情 報 処 理 ネットワー ク体 系 《DINA》 を構 成

ネットワーク構 成機 器

ZVECコ ンピュータ

ー
中・小 型コンピュータACOSシ ステム250

Q
オフィスコンピュータ

NECシ ステムlOO

日本 語処理 ターミナル

N6300モ デル50N－
日本電気株式会社 型舗;燃襟鷲一



●JSDは ソ フ トウ ェア の

共 同 事 業 体 で す。
・tSDは 、 ソフ トウェア関連 業界の 中椥9社 と長信3行 、都銀10行 の

出資に よって設立 されたシステム開発の共同事業体です。

・JSDは 、中核19社 にその グループ企業105社 を加 えた124社 によって

強力に支 えられてい ます。

・JSDは 、これら経験豊かな参加企業の英知 と技術 を結集 して高度の

情報システムの開発を進めてい ます。
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●参加 企 業総 数124社

」5D酬濡 合罐欝謹
〒105東 京 都 港 区 虎 ノ 門2-8-10第15森 ビ ルTEL(503)4981(代)



独創と豊富な実績をもつ

NEDの ソフトウェア開発技術 にご注 目下さい!

● 宇 宙 開発 プロジェクト

● アプリケーション・ソフトウェアの開 発

● ソフトウェア・プロダクツの開 発 ・販 売

●研 究開 発 プロジェクト

●海 外 プロジェクト

● 情報処 理 技術 者教 育

国日本電子開発株式会社
NIPPONELECTRONICDEVELOPMENTCO,LTD.

本社/予160東 京都新宿 区西新宿?-7-30小 田急柏木ビルeO3(367)5021㈹
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コ ン ピュー タ ユ ーザ ーの

望むもの

ユーザ団体連合会会長

日動火災海上保険(株)シ ステム管理部長

鈴 木 藤 雄

資源 ・エネルギーに乏 しく,食 料も輸入に頼ら

なければならない国土に,多 数の人口を擁して,

より豊かな文化国家を目指して努力しているのが

我が国の現在の姿である。

この中にあって,生 産 ・流通 ・金融 ・サービス

等諸活動の効率化の一翼を担 っている情報処理産

業は,情 報処理をサービスする専門家 として,そ

の役割への期待が益々高まりをみせている。

この産業が我が国社会に貢献している一例 とし

て,自 治体における情報処理のコンピュータ化の

推進をあげることができよう。現在市町村のコン

ピュータ利用団体数は全市町村の約90%に 及んで

いるが,こ のコンピュータ利用団体のうち実にそ

の70%強 は情報処理企業(計 算センター)に依存 し

ているといわれている。国情が異なるとはいえ,

アメリカの自治体の50%程 度 しか コンピューータを

利用 していないといわれているのと比較 して,我

が国の情報処理産業がいかに地道に社会に貢献 し

ているかの一端が うかがい知れるのである。

然 しながら,現 在のところこの産業は,1社 当

りの売上で僅かに429百 万円,そ の中身はどちら

かというと労働集約型の下請け的実態で,な お脆

弱なものである。今後の市場の成長も考え合せる

とき,我 々ユーザーとしても,こ の産業が基盤を

確固たるものとし一段 と成長を遂げ,ひ いては資

源小国の知識産業 として海外市場へも大いに進出

することを期待したい。このためには,更 に一段

と高い次元からの企業努力と共に環境整備を含め

政府の適切な施策が要請されるところである。以

下これ らの一端について一,二 の所見を述べてみ

たい。

1,一 層の効率向上

情報処理産業が独自の企業として存立する基盤

は,個 々のユーザーには実現出来ない専門家の先

進的技術に裏打ちされた,効 率 よいサービスを提

供することにあることは論を侠たない。この効率

よいサービスは,一 層の専門化とスケール ・メ リ

ットの追求によって実現されるであろ う。その具

体策の1つ として種々の協同事業の推進があげら

れる。

・口}ソフ トウェアの共同開発

ソフ トウェア開発効率を飛躍的に向上させるた

めにはヶ業界内で共通に使える∪フ トウェアを共



同で開発することが最上であろう。

② ソフ トウェアの業界内相互流通

ソフ トウェアの流通は近時政府の助成もあって

促進がはかられているが,情 報処理産業当事者は

自らの業務効率を上げるためにも,そ の流通の範

を示すためにも,ま ず業界内の相互流通を積極的

に行なうことが望まれる。

(3)人材の共同育成

この産業は,人 が中心になる知識産業であるの

で,人 の育成が重要なのは論を挨たないが,こ の

点においても専門化 とスケール ・メ リットの効率

を求めた共同の活動を とることが要請される。

2,品 質の保証

(1)人材 レベルの保証

ユーザーから受託した業務について,そ の遂行

に当ってユーザーに安心 していただける人材 レベ

ルを保証することが,独 立 した企業としての出発

点となろう。このためには,現 在ある制度として

通産省の行な う情報処理技術者試験制度を業界 と

して大いに活用することも一方策 と考える。

②製品の検査,シ ステム監査

製品を提供する場合,製 品の出荷検査を行な う

ことはもとよりのことであるが ,提 供する製品が

システムとして大規模化 し,そ の影響が社会的に

広が りをもつ場合がふえつつある現在,そ のシス

テム製品への責任体制の確立がどうしても必要で

ある。最近とくにシステム監査の重要性が指摘さ

れているが,情 報処理産業においても特にシステ

ム監査を含めた製品の総合的検査体制を整備する

ことが望まれる。

3,技 術革新への積極的対応

最近のハー ドおよびソフ トの進歩の成果として

現われてきたものの うち,情 報処理産業の利害に

直接関わるものに,つ ぎのものがあげられる。

① コンピュータ運転の自動化

②簡易言語

③高性能オフィスコンピュータ

3

この産業が,今 後長期にわたって産業 として発

展するためには,こ れ ら技術革新の成果を,決 し

て防衛的に受けとめるのでなく,自 らの強力な武

器として自己のシステム内に積極的に組み入れ ,

効率化に資することが必要であろ う。

4,研 究投資

より高い効率を追求した,独 自の分野を切 り開

く基礎的技術を含めた研究(開 発)体制を自社内に

もち,将 来に備える必要がある。将来は,他 産業

の水準以上の研究投資が不可欠のものとなろ う。

5,デ ータベースサービス ・専門的特化サービス

我国では今や独自のデータベースや高度な科学

計算システムの構築が急がれている。将来,情 報処

理産業は個々のユーザーでは保有 し難い各分野の

データベースを専門的に保有 し,通 信回線を利用

して各ユーザーが必要に応 じてアクセスできるサ

ービスを提供する必要があろう
。また受託計算に

おいても,各々の情報処理企業が,独特の専門技術

分野を受けもち,ユ ーザのコンピュータを介して

その分野の計算委託が可能な体制を望んでいる。

6,政 府施策への期待

情報処理産業が若い産業であるのと,将 来発展

を期待 される規模の企業が多いだけに,今 後とも

政府の適切な育成施策に待つことに大なるものが

あろ う。まず第1に 前記共同事業の推進であり,

第2に ソフトウェア流通のための施策であり,第

3に 情報処理産業の環境基盤整備であろう。

ユ一一ザの立場からは,ソ フ トウェア ・プロダ

ク トは レンタルによる方が利用 しやすい面が多い

ので,こ のための機関としてJECC(日 本電子

計算機㈱)の ごとき金融支援機関の設立もその一

策ではなかろうか。 、

終 りにのぞみ,ユ ーザーとしてより効率よいサ

ービスを提供 して貰える情報処理産業が労働集約

型の下請け的企業から脱皮し,長 期的に安定 して

飛躍され,資 源小国の我国の産業立国の一翼を担

われることを心から切望するものである。
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日本語 弘三 与を考 え る

出 席 者

● コ ー デ ィネ ー タ ー

鵜 沢 昌 和
〈青山学院大学経営学部教授〉

●パネラー

安 達 寛
〈ソニ ー(株)コ ン ピ ュー タ部 長 〉

石 黒 勝
〈エー ザ イ(株)オ フ ィスマ ネ ジ メ ン ト室 〉

斉 藤 彰 夫
〈社 ・日本事務機械工業会次長〉

桜 井 茂 男
〈株 ・島津製作所東京支社総務課長〉

※この特集は,当 協会主催の 「情報処理に関するシンポジウム」から一部を紙上再録 したものです。



●誰がWPを 使用するか

鵜沢OA(オ フィス ・オー トメーション)推 進

の一環 としての日本語WP(ワ ー ドプPセ ヅサ)の

導入に関 してはさまざまな問題が考えられます。

機器選定の問題,オ ペ レーシ ョンの問題,組 織体

制の問題,文 書作成と伝達に関する種々の問題な

どさまざまなものがあると思いますが,ま ず,W

Pを 使 う人の側のことをお話しておきたいと思い

ます。

私は,WPを 使 う人を最初から3つ に分けて考

えています。第1は,専 門のオペレータにWPを

使わせるケース,第2は,私 なども含めて一般の

人が使 うケース,第3は,そ の中間的な立場の人

が使 うケースです。中間的な立場 とい うのは,各

課の女性社員など日常的に社内の文書の作成や整

理をしている人で,訓 練を受ける余裕もあり,専

門オペレータとまではいかなくても,セ ミ・プロ

的なレベルのオペ レータにな り得ます。

今後,WPの 導入設計をする場合,こ の区分け

を考える必要があると思います。入力方法その他

機械が持っていなければならない機能など,そ れ

ぞれに適 した特長があるからです。

石黒 私も先生の考え方に賛成です。現在,全 文

字を配列 してあるものとカナ漢字転換方式と大き

く分けて2つ の入力方法があるわけですが,メ ー

カーの売込みを見ていますと 「あちらよりこちら

の方が早いですよ」といっています。しかし,一

5

口日本語WPを 考える口■

般の事務組織の人間にとっては,同 じことなんで

すね。カナ漢字転換の場合,た かだか50か60の キ

ーボー トしかあ りませんが ,そ のすべてを憶えて

パーツと文書を作りあげることとは不可能です。

やはり,目 で追って,い くつかのキーの中からそ

の文字を選んでいくとい うことになります。これ

からも,い ろいろな入力方法がでてくるでしょう

が,い ずれにしても,普 通の仕事を しながら使 う

管理組織や事務組織の人間にとっては同 じことで

しょう。

鵜沢 そ ういったことがあまり考えられていない

ですね。私などもよく 「どんな機種がいいので し

ょうか」とか 「どんなキー配列が理想か」といっ

た質門を受けます。そのたびにいまいった前提を

お話 しているです……。

石黒 前提条件をきちっと踏まえて導入設計をし

ないとダメだとい うことですね。私はWPは じめ

OA機 器を導入するに当っては,そ れをフォロー

する仕事のやり方 とい うものを交えていかなけれ

ば決して うまくいかないと思います。た とえばフ

ァクシ ミリの全社ネットを作っても,文 書で他の

人に伝達するという仕組が整っていなければ,た

いていの人は 目の前の電話に走ってしまいます。

WPの 場合でも同じです。た とえばWPを 入れ

ても,文 字を捜す とい う手間がどうしても残るわ

けで,原 稿を書いて清書するとい うようなことが

現実に残るとすれば うまくいきません。また,文

字を捜 しながら文書を作るとい う体制も、必要にな

ります。できあがった文書を見ながらキーを打つ

のではな く,頭 の中で考えながら文字を捜 して打

つようなことが,や は りWPの 使い方ではないか

と思 うわけです。

もう1つ,WPで 作った文書が うまく伝達され
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る機 能 を 早 急 に 組 み 立 て る必 要 が あ ります 。WP

には プ ロセ ッシ ン グ機 能 しか あ りませ ん 。 伝 達機

能 が 十 分 で ない と,結 局,ハ ー ドコ ピー で伝 達 す

る だ け の状 態 に な り,WPの 半 分 の機 能 しか生 か

され ない ので は ない か と思 い ま す 。 この 点 で は,

WPの 機 能 を 十 分 に 発 揮 で き る よ う異 機 種,各 機

種 間 の伝 達 機 能 を 早 急 に 作 って い た だ きた い とい

うのが メ ー カ ーに 対 す る ユ ーザ ーの 希 望 で す 。

斉 藤 い ま ご指 摘 の通 りで して,ま だ 日本 の メ ー

カー は,入 力方 式 とい う大 き な壁 が あ る もの です

か ら,ど ち らか とい うと 「うち の社 の方 式 が 最 高

で す 」 とい って,む しろ ユ ーザ ー を 困 らせ て い る

とい う感 じが しま す。 われ われ メー カー 団体 も委

員 会 な どでPRの 仕 方 を工 夫 して い た だ く よ うに

して い る と ころ で す 。

また,端 的 に い って 将 来,標 準 化 は や って いか

ざ るを 得 ない で し ょ うね 。 ユ ーザ ー,メ ーカ ーそ

れ ぞ れ に 事 情 が あ り,ユ ーザ ー側 の 一 方 的 な理 由

だ け で進 め るわ け にい き ませ ん が,ユ ーザ ー の ご

意 見 を よ く聞 き なが ら,メ ー カ ー も開発 の努 力を

して い くこ とが 大 切 だ と思 い ます 。

●正 しい文章 ・日本語能力

鵜沢 より具体的な問題を もっと取 りあげてもら

いたいと思います。質問を出してください。

質問AWPが 中心になってくると,誤 まった日

本語の入力とい うことが当然,起 ってくると思い

ます。た とえば,最 近,当 て字が非常に多くなっ

ているのが現実だと思いますが,信 頼性 との関連

でその辺のことをお うかがいします。もう1つ オ

ペーレータの採用面での次年度の予定 とか,社 内

的組織上の位置づけはどうなっているので しょう

か。

石黒 たいへん現実的な問題ですが,正 しい文書

をどう作るか,正 しい文字,正 しい書き方,表 現

とい うことが当然なされないと,ま すます文書の

乱れやそれにともな う問題が起ころうか と思いま

す。ただ機械を扱 うということだけでなく,こ の

際,正 しい文書づ くりを含めて問題を考えていく

必要がありますね。

専用オペレータの採用を考えているか とい うご

質問ですが,こ れは,こ れから先き3年 ぐらいの

問題ではないかとい う気が します。先きほどから

のお話は,よ り現実的な問題で,機 械や技術の話

ばか りが先に進んで,使 う側のことが後手,後 手

になるとい う1つ の警告か と思います。

桜井 非常に難 しい問題ですね。会議や電話も含

めてすぐに言葉に走るきらいがありますが,最 終

的にはやはり文書で確認するということで,最 初

からわかり易い文書を書 くとい うことが重要なパ

ターンになってくると思います。

WPを 使 うことによって誤字,当 て字などの国

語的能力がつくかどうかとい うことになります と

よくわかりませんが,実 際に使用 してみると少く

とも漢字の能力が落るとい うことは決 してないと

思います。同意語の選択 というものが入ってくる

し,あ る程度正確に送 りガナを入れてやらないと

漢字になってこない。デタラメでも打ち込めば漢

字になるのがいいのか,正 確でなければダメなの

か,こ の辺りの判断は非常に難か しいと思います

が,国 語能力に不利になることはいまの状況では



起こらないと思います。

斉藤 正 しい文書づ くりの話はアメ リカにもあっ

て,WPを 使 うよ うになってから文書づ くりが下

手になったのではないか とい う議論があ ります。

とくにIBMがSPラ イターとい う汎用で8,000

ドルを切る商品をだし,1昨 年暮から5万 字のス

ペルをチ ェックし訂正する機能を追加しました。

それについてまた新しい論争がでました。チェ

ックし訂正したから間違いではないとい うもので

はない。やはり,専 門SEが いなければいい文章

にならないとい う議論ですね。他方これはすごい

ものだとい うので,さ らにそれを上回るスペック

をつけ加えたソフ トウエアハウスがすでに現われ

ていまして,こ れは両方 とも論争はつきないもの

と思います。

そ ういうものを通 じて,結 局,お ちる人はおち

るわけでいちがいにはいえない問題で しょうね。

石黒 新規採用については,来 年度に1名 の採用

計画があ ります。実は,昨 年の夏,WPを 導入し

ましたとき,た またま2名 の和文 タイピス トがい

ましたのでこの者たちにWPの 操作を勉強 させた

のですが,残 念なが ら定着 しませんで した。長 く

和文タイプをや ってきたことから,気 持の上でな

かなか転換できなかったものと推測 していますが

そのうちの1名 が配転になったので,も う1名 追

加 しようとい うことにな りました。いちお う和文

タイピス トとして採用しますが,こ の者には,最

初からWPを 習わせ,WPの オペ レーターとして

育成していく考えです。ただ,役 掌その他の都合

で和文 タイプも打てないといけませんので,両 方

兼ねたオペ レータとい うことになるで しょう。

斉藤 オペレータの処遇について,WPが 女性の

職場を取 りあげるのではないか とい う話があ りま
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す。この点について,ア メ リカのエーボン社のウ

オ レスとい う人がこういっています。

「WPの 導入後 も私 どもの会社では,辞 めた女性

は1人 もいません。むしろ文書作成だけでなく他

の作業あるいは検索 といった機能にたけた人たち

は,新 しいプロフェッショナルに成長 しつ つ あ

り,彼 女たちの年収は,い まや2万5,000ド ルに

な りつつあ ります」

また,ア メリカのOAコ ンファレンスは,1万

人からの人が集まりますが,そ の20パ ーセントが

女性です。そ うい うわけで,OAの 中で女性の役

割がますます増えていく傾向にあるのではないか

と思います。

安達 私の感じでは,和 文タイピス トの仕事は当

分の間はなくならないと思います。さきほど石黒

さんか ら発言があったように,日 本語タイプライ

ター方式の入力を,必 ず しも全部の人がマスター

できるとは限らない,こ れは確かにそ うだと思い

ます。 しか し私の経験からしますと,日 本人には

英文タイプを習 うよりも和文を習 うほ うが易しい

んですね。英文だとスペルを正確に知 っていなけ

ればいけません。その点,和 文は発音でいけるわ

けです。この違いは大きい。 しかも,発 音で入力

すれば漢字に転換され正 しい熟語がでてくる'eと

になります。ですから,日 本語WPを 上手に使 う

ことに よって,文 書の緯度はあがると思います。

誰でも手軽に文書が作れるようになると文書の質

が悪くなるとい う意見がありましたが,、これは逆

でしょう。端的にいえば,コ ンピュータの助けを

借 りて(コ ンピュータが用意してくれる辞書の助

け),正 しい文書が より作 り易 くなるのではない

でしょうか。

文字配列を覚えることはやるべきだし,多 少の
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時間も必要ですが,た とえば悪筆の方が,人 前に

出しても恥 しくない文字を書けるより数十分の1

の努力でタイプを使えるようになると思います。

●データプロセシングとWP

質 問Bコ ン ピュ ー タ とWPの ドッキ ン グの問 題

に つ い て お聞 き します 。WPは,演 算 機能 が な い

とい うこ とです が,わ れ わ れ か ら見 ます と,ペ ン

タ ッチ 方式 は別 に して,キ ー も 同 じだ しテ ン ・キ

ー もつ い て い ます 。 デ ィス プ レイ も 同 じよ うに見

え ます 。 そ れ な の に ど うして 同 じ よ うな こ とが で

きな い の か と不 思 議 で 仕 方 あ り ませ ん。 そ うい っ

た こ とが で き るの は,デ ジ タル研 究所 に あ る 「文

作 」 とい うも のだ け と聞 い て い ます。 まだ ニー ズ

が な い とい うこ とな の で し ょ うか 。

石 黒 ご指 摘 の よ うに,外 見 か ら見 ます とオ ン ラ

イ ン の タ ー ミナル も,パ ソ コン ・マ イ コンあ るい

は多 機 能 ワー クス テ ー シ ョン な ど も同 じ よ うな 形

態 で すね 。1つ です べ て の こ とが で きれば 確 か に

便 利 そ うだ し魅 力 的 です が,私 は,ひ とつ ひ とつ

きち ん と して い る ほ うが い い ので は な い か と思 い

ます 。 思 い つ きで すが … …。

桜井 使 って い る 者 の 立場 か らいい ます と,い ま

の ご質 問 と同 じ疑 問 を も って い ます 。 た とえ ば経

理 に 使 って い る と数 字 を い ち い ち全 部 入 れ な けれ

ば な らな い 。WPで 数 字 を扱 うこ との繁 雑 さに は

ホ トホ トま い って い る ん で す。 チ ェ ッ クが あ る,

そ の うえ 決 して 計 算 は して くれ ませ ん。WPは,

やは り最終的にはパソコンと対になるのか,イ ン

テリジェン トコピアになるのか,い ずれにしても

そ うい う機能がどんどんまとまってきて安定した

ものになるような気が しますね。

電卓が時計にまで入るようになったのだからW

Pに 入れるのは簡単なのじゃないか,少 なくとも

演算,検 索の機能が欲 しいな,フ ロッピーに入っ

ているものをキーワー ドで引っぱ りだ したいなと

い うのが実感です。

桜井 その通りですね。やは り計算機能があるほ

うがいいなと思います。いま使っているシャープ

のWPに もその機能はあ りません。 どうしても計

算機能がなければWPと して一人前ではないとま

では考えていないとい うのがいまの状況ですが,

どうしてないかとい うことはいつも考えますが,

ニーズは といわれれば必要はありますね。これは

たぶん コンパク トにするかしないかは関係ないで

しょう。あ とは,な るべく操作を簡単にして欲 し

い。もう1つ は価格のことですね。

斉藤 データプロセ ッシングとWPを つないで欲

しいとい うことはよく聞きます。ご存知のように

私 どもがwpに 接近 した理由は,ホ ス トコンピュ

ータの入力方法 として何かいい機械はないかとい

う点にあったのですね。そこからWPが いちばん

いいのではないか とい うことなわけですから,早

くつないで くだ さい と各社にお願い しているので

すが,ど うも技術的な問題だけではない よ うで

す。WPの 部門と数十年の伝統を持つEDP部 門

とはやはり違 うんですね。なんといってもWPは

やっと途上についた というところですからね。

ただ,そ うい う方向での努力は しているようで

す。たとえば富士通の2840は,「 オアシス」 と従

来のEDP端 末とを一緒にしたものです。もちろ



ん 制 限 は あ りま す 。 い ま 「オ ア シ ス」 が で き る こ

とを全 部 やれ る わ け で は あ りませ んが … …。

石 黒EDPの 歴 史 部 分 とこれ か ら開 発 し よ う と

す るWPと の 力関 係 の差 が あ る のは 事 実 で す ね 。

これ は ア メ リカ で も 同 じで す 。 制 限 つ きで す が す

で に十 数 社 が演 算 や 検 索 ので き る シス テ ムを 開 発

してい ます 。 マ イ ク ロプ ロセ ッサ が さ らに 高 性 能

化 され,ワ ンチ ップで で き る よ うは な れ ば,こ れ

はEDP用,こ れ はWP用 とな って く るだ ろ うと

思 い ます 。 今 後 ともそ うした 開 発 が 行 わ れ るで し

ょ う し,一 部 は で きつ つ あ る とい うこ とで す 。

鵜 沢 これ か ら も っ と突 っ こん で い け ば,WPで

も っ とた く さん の こ とが で き る よ うに な る で し ょ

うね 。 た とえ ば ス タ ン ドア ロー ンあ る い は シ ェア

ー・ドロ ジ ッ クの よ うなWP ,ま た,タ イ プ ライ タ

ー か ら発 展 して い く もの ,コ ン ピ ュー タ の タ ー ミ

ナ ル か ら発 展 した もの な ど選 択 の幅 も広 が っ て く

る で し ょう。

●文書はやは り便利な手段

質問C現 実的な話に戻りますが,和 文タイプラ

イターが残るとなれば,WPと の使い分けの基準

はどうなるのか。その辺を社内的にどう徹底 され

ているのでしょうか。

桜井 私 どもの会社の場合,和 文タイピスbが2

名,WPを ある程度操作できる者が約1割 お りま

すか ら,総 数で30～40名 ぐらいになります。使い

分けの基準は,実 際にニーズが出たときに各職場
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でそれを何に使 うのか,ど こに提出するのか,い

つ必要かなどを判断 して決めます。WPを 使 うケ

ースとい うのは,おおまかにいえば,そ の文書を再

利用する可能性が極めて高いと判断され,時 間の

余裕がある時などです。この場合,各 課に1名 は

WPを 操作できる者がいますので,そ の者が引き

受けて処理する形をとっています。従 って,総 務

の方から基準といったものは特にしていません。

質問D素 朴な疑問ですが,ど うしてWPは じめ

タイプライターにそんなに力を入れる必要がある

のでしょうか。いまでも仕事を していて書類が多

くて困 っているのですから,書 類を無 くすること

のほ うがより有効なのではないで しょうか。

鵜沢 すこし文書恐怖症の症状があるのでは,と

いう気が します(笑)。 文書が多過ぎて処理に困る

とい うのは正にその通 りです。また,角 度を変え

ると文書は非効率なメデ ィアだとい う見方もあり

ます。ペーパ レス ・ソサイティあるいはペーパ レ

ス ・オフィスとい うのをOAの 合言葉にしている

人 もいます。紙をなるべく無 くすることが,今 後

のオフィスの進むべき方向だ というわけです。

しか し私は,あ まり短絡的に物を考えるのはど

うか と思います。文書は,最 も便利な手段です。

これほど便利な手段はないと思 う。たとえば,。テ

レビがあれば新聞はいらないかといえば,そ うで

はあ りません。新聞や雑誌は,ど こへでも持 って

いかれ,好 きなときに読めるとい う便利 さがあり

ます。自分の読みたいときに自由に選択 して読め

るとい うのが新聞や雑誌です。映像がいかにすぐ

れていても,文 書でなくてはならない要素がある

わけです。

オフィスの業務でも,文 書がたいへんに便利な

手段であるということはこれからも変 りない。た
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だ必要以上に増えたら阻害要因になる。ですか ら

私は,文 書がけ しからん式 じゃな く,文 書をより

効率的に作 った り,利 用 した りできる方向に持 っ

ていくのが本筋だ と思います。そのかわ り文書で

ないほうがいい手段は,ど んどん変えてい く必要

があるということです。

そ ういう前提で考えれば,OA化 を進める中で

主要な入力方法 として日本語WPが 重要な役割を

果さなければならないことがおわかりいただける

と思います。タイプライターにこだわるというの

はそ うい う意味であって,和 文タイプライターを

日本語WPに 変えるとい うことではないのです。

桜井 先生と同意見ですが,こ れからは増えた書

類の中から重要なものだけを選びだ し,そ うでな

いものを除いていくことに本腰を入れて取り組ま

なくてはいけないでしょう。 コンピュータ化が進

んだとき,CPUに 合わせてラインプリンターの

ス ピー ドをどんどんあげていった。その結果,私

どもでも10万ページにまで及びました。 トップか

らの指示で少なくする努力を したのですが,こ れ

からのOAに にも同じことがいえるわけで,不 要

な書類を減らす努力は,WPの 活用と裏腹になっ

ていくと思います。

もう1つ つけ加えておきます と,WPは,文 書

を非常に早く,簡 単に作れるようになっていくと

思われます し,す ぐにハードコピーに出さなくて

もフロッピーディスクなどに入れておいて,必 要

なときにいつでも出せるとい う機能がありますか

ら,上 手に使えば,ハ ー ドコピーにして積み上げ

ておかなくてもいいわけです。欲しいときに出せ

るという保証があ りさえすれば,紙 にする必要が

あ りません。この辺は,管 理の問題かと思います

カt・"…・o

●高 くなる文書作成 レベル

質問EOA化 を考えていく場合,WPと 通信手

段の結合 とかデータプロセヅシングとの結びつき

あるいは画像情報を どう結びつけるとかいわゆる

システム構築の問題があると思 うが,そ の辺の実

情をお聞きしたい。

安達 私 ども,い ま生産管理システムの構築をや

っているのですが,東 京のコンピュータ部からS

Eを4名 派遣させて取り組んでいます。56年 の始

めにスタートし,7月 末までにプログラムコーデ

ィングを終え,3か 月の予定でプログラムテス ト

を行っています。この段階で,ア メリカソニーの副

部長を雇ってその意見を聞いたのですが,3か 月

では難 しいという。 しか し,私 どもの経験からし

て大丈夫だといったのですが,実 際にテス トが始

まってわかったことは,プ ログラム仕様書に書い

ていないことは,コ ーディングのときに実現され

ないとい うことです。つまり,き ちん と文章にな

っているものは正確に実現されるが,日 本ではプ

ログラム作成上の常識 として文書にしないでプロ

グラマーが織 り込んでいくものがおちてしまう。

日本とアメリカでは,そ れだけの違いがあるとい

うことですね。

日本の場合,ど ちらかとい うと文書に書いてお

いてもよく読んで くれないところがあります。何

回もミーテングしながら話を固めていく。新しく

システムを構築する:?ときも,た とえば週に1回 は

・
,.、‥ 論議 壷 淀 む ぷ.



関係する責任者を集めて意見交換を しながら進め

てい く。従ってプログラムコーデ ィングが終ると

個々のシステムはできあがったと同じに な り ま

す。なぜ,こ うした差ができたのかを考えてみた

のですが,1つ の私見を申しあげたい。

最近のことですが,ア メリカでは文書を作るこ

とが非常にやさしくなりました。それだけ生産性

が高くなっているわけです。反対に日本では,手

書きに しても和文タイプライターにしても生産性

が悪い。どこの国でも同じですが,生 産性の悪い

仕事はできるだけ組織の下の方で担当するのが常

ですね。そうしたことで米国では トップに近いマ

ネージャーが文書を作って下の方に流す。それだ

け活用度の高い文書が作られているといえます。

日本では,い わゆる稟議制とも関連することで

しょうが,組 織の下の方で文書を作るから,マ ネ

ージメントの階層でそれを活用することが非常に

難しいわけです。それだけの密度の文書が作成さ

れないということですね。そこでフェイス ・ッウ

ー ・フェイスで言葉で意思の伝達をする
。言葉で

済ませるから生産性が悪い。それを補 うために回

数を重ね,さ らに一対一では危いから何人もの人

間を集めるとい うことになります。

今後,WPが 発達して少 くとも今の手書きの半

分以下の時間で文書が作成されるい うになり,作

成するレベルが高 くなると,だ んだん欧米のよう

に,上 か ら意思決定の結果を下へ文章でまわすと

い うように変って くるのではないかと思います。

実行 レベルで十分な討議がされて,コ ンセンサス

が得られてから決まるという従来までのメリット

が失われては因りますが,WPに よって日本のオ

フィスが変ってくる,そ れが 日本におけるOAで

はないか と思います。

11

口 日本語WPを 考える口■

石 黒OAと い う言 葉 が ブー ム に な っ てい る。 ト

ッ プ と話 を して い て も 「OA化 せ よ」 とい った 言

葉 が で て き ます 。 とこ ろ で 「OAっ て 何 だ?」 と

改 め て考 え てみ る と,ど うも よ くわ か りせ ん 。

コン ピュ ー タ化 が 進 ん で ,全 体 か ら考 え る とオ

フ ィス の オ ー トメ ー シ ョン化 が 相 当 に 進 み ま し

た 。 事 務 部 門 と くに 計 算,解 析,検 索 業 務 な どで

の 進 み 方 は た い へ ん な もの で す,た だ,コ ン ピュ

ー タ 化 の 幣 害 とい う もの も考 え な けれ ば いけ ませ

ん。 た とえば,集 中管 理 が 進 ん だ結 果,事 務 そ の

も の がわ か ら な くな っ てい る とこ ろが あ ります 。

あ る デ ー タを イ ン プ ッ ト部 門 に 渡 せ ば す ぐに 答 が

で て く る とい うこ とで そ の 流 れ が わ か らな くな っ

て い る部 分 が あ るん で す ね 。 そ れ は それ で マ ニ ュ

アル もあ り昔 の経 験 が あれ ば い い の です が,非 常

に難 し くな って い る の は,シ ス テ ム の手 直 しを す

る場 合 で す。 た とえば,経 理 の シ ス テ ム の簡 単 な

部 分 の1つ を 変 え よ う と して も,全 部 の コ ン ピ ェ

ー タ シス テ ムに つ なが って い る と数 十本 か らの プ

ログ ム ムを 直 さな けれ ば な りま せ ん
。 う っか りす

る とそ ん な もの で は済 み ませ ん。 私 ども の例 です

が,あ る商 品 を あ る事 業 部 か ら他 の事 業 部 へ 移 し

た とき,300本 の プ ログ ラ ムの 変 更 が 必 要 で し

た 。 メ ンテナ ンス が 難 しくな って い る と同 時 に ,

事 務 の 流 れ そ の もの を 変 え る作業 も,非 常 に難 し

くな って い ます 。

ま た,せ っか く コ ン ピュ ー タ化 した のに,メ ン

テ ナ ンスや イ ンプ ヅ ト,ア ウ トプ ッ トの 要 員 が 増

え る とい うこ と もあ ります 。 こ うな る とt'果 して

大 型 コン ピュ ー タを 導 入 す るの が い い のか ど うか

も問 題 に な る。 一 定 の 分 野 で の 業 務 の効 率 化 とい

う面 で は 大 い に 貢 献 して きて い る が,1つ の反 省

の 時期 に き て い る よ うな気 が します 。
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●人材育成にも大きな役割

石黒 ひるがえってOAと い うことを考えてみま

すと,い ま主流 とされているのは,フ ァクシミリ

パーソナルコンピュータのレベルを含めたオフィ

スコンピェ一口タとWPと を組みで導入すれば,オ

フィスの水準があが りますよ,と い うことです。

ところが一方には,い まオフィスの中で行われ

ている仕事を半分やめても会社は潰れませんよと

いう説があります。いますぐに半分にしろといわ

れても対外的にも社内的にもなんら影響がでない

とい うのです。実際,私 どもの会社でも,部 分的

にだが調べてみると,極 端な例では,そ の人がな

んのためにその仕事をや っているのかまったくわ

ならないケースがあ ります。ある時期に始まった

定型業務が,あ る時期を経て仕事そのものが変っ

たのに依然 として続いている。ある役員が 「こん

な資料はないか」 という。あ りませんというと,

「なんだ,こ んなものも用意 してないのか」とい

いますね。すると,毎 月,毎 月その資料が作られ

てい くんですね。

予算づ くりにも同じような問題があります。積

みあげですか ら各課,各 部が1000門,1万 円単位

まで経理部門と接淡 して,予 算を組みあげていく

わけですが,そ のために費 される人手,時 間はた

いへんなもので,お そらく1億 円はかかっている

と思います。また,そ の予算を使っていく段にな

るとこんどは管理のためのEDPか ら各勘定科目

ごとの予算管理,試 算がでてくる。そのくせ,最

終的には,全 体の課の予算の中に入っていればい

いということになってしまいます。

そんなわけで,半 分はオーバーにしても,3分

の1ぐ らいは,社 内のコンセンサスさえ得 られれ

ば,す ぐにでもやめられる仕事だろ うと思 い ま

す。その中で各種の機器を導入 して,ど うい う効

果があげられるのだろうか,ち ょっと悩みのタネ

なんですね。金を払って機器を導入すれば管理水

準があがるのは当然です。問題は,そ れで何を狙

うのかということなのです。私 どもの会社では,

OA機 器は,や は り省力化,人 材の育成などに使

っていかなければ,将 来的に投資する価値がない

と考えています。

斉藤OA機 器は単に管理水準をあげるためのも

のなのか とい う石黒さんのご指摘は,ま った くそ

の通 りだ と思います。やは り,そ の主旨に対 して

システムがどのようにサポー トしていくかが問わ

れます。従来,よ くEDPシ ステムを考える場合

SEは プログラム中心でシステムができるという

考え方をすることが多かったのですが,私 は,今

の時代は,当 分の間,機 器システムはサポートシ

ステムではないか と思います。要するに経営活動

もっと広 くいえば人間活動をサポー トするシステ

ムとい うことですね。

WPを 含めたパーソナルコンピュータとかファ

クシミリ,PPCな どはあくまでも点のシステム

です。それが通信 とつながって線のシステムにな

り,2つ を合わせてOAの 大きな機器システムか

といえば必ず しもそ うではなく、それも大きなシ

ステムの中の部分なわけです。

石黒 省力化,人 材育成とWPの 関連でいえば,

単に手書き,清 書の部分が機械化 しただけではメ



リットはあ りません。やは り自分で考えて自分で

作るとい うことから始まって,各 部門の効率をあ

げ,そ れが将来的に人材育成の大きな役割を果す

のではないかと思います。そ うい うツールとして

WPが 他の機器と違った重要な武器になるのでは

と考えています。

斉藤 部分システムと人間シスアムの集合におい

てOAシ ステムは形成 されていく。その時期は,

あるいは100年 もかかるかもしれません。 しかし

技術はそれぞれの成熟時期 というものがあります

から,あ る時期には,そ の時期に見合 ったシステ

ムが完成され,次 の時期にはまた次のシステムが

生まれると思います。

● ア メ リカのOAの 一 例

斉 藤 ワー ドプ ロ セ シ ン グ中心 の話 に 戻 り ま す

が,ア メ リカのOAに つ い て ふ れ て み ま す。

昨 年,鵜 沢 先生 と ご一 緒 して 調査 に 行 った とき

ギ ブス&ヒ ル とい うプ ラ ン トエ ン ジ ニア リン グ と

コ ンサ ル タ ン ト業 務 を主 と して い る会 社 に行 き ま

した 。 同社 は,従 業 員3000人 で,世 界 各 地 に12～

13の 出先 き事 務所 を も って い ます 。2人 の シ ニ ア

プ レジ デ ン トの下 に,プ ロジ ェ ク トサ ー ビス,エ

ンジ ニア リン グサ ー ビス,ビ ュ ー ビ ジネ ス な どの

主 要 業 務 を担 当す る実 務 部 門 とサ ボ ■・一ート部 門 の2

つ の グル ー プ に分 か れ てい ます 。 さ らに サ ポ ー ト

部 門は,コ ン ピュ ー タサ ー ビス を 主 とす るい わ ゆ

る デ ー タ プ ロセ シ ング部 門 と地 域 的 イ ン フ ォ メー

13
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シ ョ ンシ ス テ ムの 構 築,地 域 間 コ ン トロ ール を行

う ワー ドプ ロセ シ ン グ ・ア ド ミニス ト レイ テ ィブ

サ ー ビス 部 門 に 分 か れ て い ま す 。

私 どもは,ワ ー ドプ ロセ シ ン グ とア ド ミニ ス ト

レイ テ ィブサ ー ビス 部 門 の担 当 者 に会 った の です

が,コ ン ビ=一 夕サ ー ビス 部 門 が400人,ワ ー ド

プ ロセ シ ン グ部 門 が200人 い ま した 。数 を 出 した

のは ほ か で もあ りませ ん,エ ンジ ニ アが 中心 の会

社 で す か ら,契 約 書,仕 様 書 な どの文 書 を作 る こ

とが 会 社 の主 要 業 務 に な って い る の で す 。WP

は,ワ ー ドプ ロセ シ ン グの す べ て の 芯 で は あ りま

せ ん が,WPシ ス テム を 印刷 シ ス テ ム と結 び つけ

た り して運 用 して い ま した。

この サ ブの グル ープ が5つ あ ります 。 まず,イ

ン フ ォメ ーシ ョン&リ ト リーバ ル。 この 部 門 は ,

この会 社 が 力 を入 れ て い る コ ン ピュ ー タで 作 った

文 書 の管 理 を や って い ます 。2つ の仕 事 が あ り,

1つ は10ペ ー ジ以 上 の タ イ プの 文 書 の保 管 で,定

型 的 な も のは,IBMの3033(汎 用)を 使 って い

ます 。 も う1つ は,ス トレージ の 標 準 化,デ ィス

ク磁 気 テ ー プの 管理 で す 。

ワ ー ドプ ロセ シ ン グ部 門 で は,話 題 の ス タ ン ド

ア ロ ー ンの ワ ー ドプ ロセ シ ン グを 中心 に運 用 して

い ま す 。10ペ ージ 以 下 の文 書 を作 る部 門で,各 部

門 か ら依 頼 を 受 け て手 紙 を中 心 に した 文 書 処 理 を ・

行 って い ます 。

テ キ ス トプ ロセ シン グ部 門 。 これ は 発 きに 申 し

あ げたIBM3033を 使 っ て,大 量 の 契 約 書,仕 様

書 な ど一 部 だけ の 変 更 で 間 に 合 う文 書 を 作 成 して

い る。 各 フ ロ アに 置 い た 端 末 か ら ア クセ ス して,

比 較 的 短 い もの は 近 くの プ リン タ ーで,部 厚 い も

のは 高 速 プ リン タ ーで 打 ち だ して い ま した 。要 す

るに ワー ドプ ロセ シ ン グ と テキ ス トプ ロセ シ ン グ

、
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の2本 立 て の ハ ー ド構 成 で や っ て い る ので す 。

フ ァ ク シ ミ リ,テ レッ クス な どのDB,ISと

の連 絡 を す るセ クシ ョン も同 じマ ネ ー ジ ャー の も

とに置 いて い ます 。

ア ド ミニ ス トレイ テ ィブサ ポ ー トとエ ジ トリァ

ル サ ー ピスは マ シ ンを 持 た な い グル ー プで す 。 前

者 は マ シ ン以外 の業 務 を,後 者 は,こ の部 門 の マ

ニ ュア ル な どを 作 る のが 仕 事 です 。

この ほ か ア ドバ ンス ドシ ス テ ムサ ー ビス の セ ク

シ ョンが あ りま す 。 タイ プセ ヅテ ィン グま で 整備

した の で す が,印 刷 に ま わ す セ ク シ ョンの 能 力 に

余 力が あ る ので,一 部 社 外 の仕 事 を引 き受 け る と

ころ ま で仕 事 を 拡 大 して い るわ け です 。 こ う した

こ とが社 内 の文 書 の ペ ー ジ 当 りの コス トを減 らす

こ とに つ な が って い るの は い うま で も あ り ま せ

ん 。

も う1つ,マ ネ ー ジ ャの話 があ ります 。 マ クマ

ノ ス とい うマ ネ ー ジ ャは,ア メ リカで も有 名 な 男

の1人 な ん で す が,彼 は,い わ ゆ るEDPの こ と

も よ く知 って い るん で す 。 もち ろ ん ワー ドプ ロセ

シ ン グの こ とに も よ く通 じて い ま す。 エ イ ボ ン プ

ロダ ク トの ウ ォー レス とい う人 に い わ せれ ば,イ

ギ リス の ビ ュー デ ー タ とか 日本 のキ ャプ テ ンな ど

の シ ス テ ム も,ビ ジ ネ ス コー ス と して使 わ れ る よ

うに な るの で は な い か とい い ま す。 先 きに もい い

ま した よ うに 技 術 の成 熟 度 に 従 って,あ る時 期 に

そ の技 術 が どれ く らい の実 用 化 の レベ ル に達 す る

のか,そ の場 合 の コス トは ど うな るの か,サ プ ラ

イ ヤ ー と して ユ ーザ ーが,期 待 で き る メー カ ーは

ど こか とい う こ とが大 切 な ポ イ ン トに な り ま す

が,そ うい った こ と も彼 らは よ く知 って い るわ け

で す 。

どん な 状 況 に な って も,そ うい った マ ネ ー ジ ャ

のいる会社は,比 較的早 く社内の体制を固めて実

効をあげいくことができるのではないか,と いう

のが1つ の実感でした。

●技術の成熟度に合わせて

斉藤 海外視察の感想を踏まえて,1990年 あるい

はその次の時代のOAシ ステムについて私見をつ

け加えておきます。この時代には,OAシ ステム

が会社あるいは部門,事 務所 レベルで導入されて

お り,各 人のデスクにワークステーションが備え

つけられているとい う状況にあると思います。 し

か し,こ れは,社 員数が1,500人 とか2,000人 と

いった大きな事務所の場合で,小 さな事務所の場

合は,外 部のシステムに依存する。コントローラ

ーとかPBXな どに類するものは,電 電公社やそ

の他の民間会社のサービスを利用することになる

でしょう。

たとえば,こ の機械振興会館の中の会議室に,

いわゆるテ レビ会議室の設備があって,利 用者は

そこに出かけてきて利用する。また,大 きな会社

でも部分的には,社 会のサービスに依存するもの

もでてくると思います。

もう1つ,ア メリカにおけるOAが1983年 の時

点で,ワ ー ドプロセシングに関連装置が どのよう

な分布になるかということを考えてみますと,ア

タリカでも,ワ ー ドプロセシングといわれるもの

は,'電 子タィブラィ夕蝉か ら上のシステムだろう

と思いますδいわゆるウ声ドプ四七シング・シス
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テ ム は,あ る種 のRAMと かROMな どの記 憶 装

置 を 使 った シ ス テ ムです が,83年 頃 に な って も,

や は り電 子 タ イ プ ライ タ ー が と くに小 企 業 の オ フ

ィ ス で は依 然 と して主 力 を 占め て い る とい うこ と

で す。

一 方
,OAの ツール といわ れ てい る オ フィ ス コ

ン ピュ ー タ とか リモ ー トコ ン トロール 用 の端 末 装

置,パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タあ るい はPCP,フ

ァ クシ ミ リ,マ イ ク ロフ イル ム ・シ ス テ ム,視 聴

覚 機 器 そ の他 の新 製 品 が,い わ ゆ る ワー クス テ ー

シ ョ ン機 能 を 果 す もの に発 展 してい く。 そ の 場 合

オ フ コ ンや 端 末,パ ソ コ ンな どは イ ンテ リジ ェ ン

トコ ピア の段 階 に 入 り,そ の他 視 聴 覚 機 器,一 ・部

の新 製 品 は,い わ ゆ る ワー ドプ ロセ ミン グ機 能 を

一 緒 に持 つ よ うに な る で し ょう
。 そ して,そ れ ぞ

れ に よ って職 場 向 き の ワー クス テ ー シ ョ ンシ ス テ

ムが つ く られ る。 た とえば ワー ドプ ロセ シ ン グ機

能 を も った秘 書 の ワー クス テ ー シ ョ ン,以 下,マ

ネ ー ジ ャー,専 門職,庶 務 の ワー クス テ ー シ ョ ン

とい う形 で表 現 され る も の と思 い ます 。

ネ ッ トワー クの体 制 も進 むで し ょ う。 全 国 規 模

か らイ ンタ ー ナ シ ョナ ル レベ ル の も の,あ る いは

ロー カル シ ス テ ム な どに デ ィテ ール ・ネ ッ トワー

ク とい う形 で それ ぞれ あ る程 度 の コ ミュ ニ ケ ー シ

ョンが で き る よ うに連 結 され る。 場 合 に よ っ ては

画像 デ ー タに 転換 して伝 送 す る な ど の シ ス テ ム も

実 現 され るの では な い か と思 い ます ね 。

い ずれ に して も,こ うい った シス テ ム の第1期

の実 質 的 な成 熟 期 が,1990年 前 後 で は な いか 。 そ

して,こ の時 期 の マ ン ・マ シ ンイ ンタ ー フ ユ イ ス

は,ま だ,非 常 に プ リ ミテ ィブ な状 況 に あ る と見

られ ます 。 第2期 は,お そ ら く21世 紀 の20年 代 あ

た りで,マ ン ・マ シ ンイ ン ター フ ェイ ス も長 い時
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間の うちに改善され,そ れぞれの単位での改善が

なされた とい うものが進んでいくでしょう。

OAと い うのは,は やり言葉でなく,着 実に進

めていくべきもので,そ の時期の技術を有効に活

用するとい うことにポイントがおかれなければな

らないと思います。

桜井 意見が出つくしてつけ加えることもありま

せんが,OA第 一線の実態といったものを紹介 し

ましょう。私は,総 務のセクミョンで正に人と機

械のお互いに混在する職場にいます。 しか し残念

なことに,ほ とんどの時間を新卒者の採用なども

っぱら人の方に時間を取 られ,OAと 反対側にい

る感 じです。早くファクシ ミリ,WPな どの使用

状況をフィー ドバ ヅクさせ,ト ップの考える経営

効率化の ツールになるようにしたいのですが…。

安達 私は,こ んな夢物語を考えました。何年か

後になると,WPが 非常に発達して,新 聞社の原

稿は,す ぺてフロッピーデ ィスクに入っていなけ

れば受けつけてもらえない時代が来た,と 考えて

ください。そ うなると人気作家や流行作家はWP

を専門に扱 う女性を雇って,ど んどん入力してい

く。ところがそこまで人気のでていない作家は,

自分ではWPを 持つことができない。そういう人

のために街にWP屋 というのができていて,コ ピ

ーみたいに金を払ってインプットしてもろう。そ.

の中間には,専 門家を雇うことはできないけれど

も自分でWPを 持していて,自 分で文章を作 りな

がら入力していくことになるのではないかを思 う

わけです。

鵜沢WPを は じめこれからのOAを めぐる問題

は,今 後もいろいろでてくると思います。また機

会を得て,情 報交換を していきたいと思います。

(終)
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イ、 イド・レ ト

日本語住民票 オンラインシステム

〈新分野を拓いた大宮市役所〉

○ ○ ○

全国地 方 自治 体 に先 が けて

○ ○ ○

昭和56年3月,埼 玉県大宮市は,全 国の自治体

(市町村)に 先がけて日本語住民票オンラインシ

ステムを完成させた。行政運営の近代化の中核と

して,コ ンピュータを導入している自治体は少く

ない。しか し,カ ナによる入出力,バ ヅチ処理シ

ステムがほとんどで,総 合的な住民情報データベ

ースの構造セこは至っていなかった。大宮市は,富

士通 との協力のもとに,そ の未踏分野に挑戦 し,

所期の目的どお りのシステム開発に成功したので

ある。

大宮市は,首 都30krn圏にあり,活 気ある首都圏

近郊都市として発展を続けている。経済活動が活

発にな り,首 都圏都市化が強まるにつれて急激に

住民が増加するなど,市 行政は,年 を追って複雑

化,多 様化 してきた。行政運営を近代化し,35万

市民へのサービスをいかに向上させるか。同市は

早 くからこの課題に取 り組み,コ ンピュータ利用

の実績を積み重ねてきた。

大宮市のコンピュータ利用は'昭 和44年11月 の

FACOM230--25の 導入に始まった。この時,住

民記録業務を軸に,市 民税・資産税・福祉などを包

含した定形業務などのシステムがスター トした。

その後,順 次処理内容の充実を図り,52年11月

酢こは,そ れまでのバ ッチ処理に加えて,窓 口およ

び庁内各部門間にカナによるオンラインを導入 し

総合的なデータベースの構築にその一歩を踏みだ

した。 しか し,カ ナに よるシステムには限界があ

る。とくに,窓 口事務の大半を占める住民票,印

鑑登録,戸 籍などの業務の近代化ぐこは,ど うして

も漢字システムが必須になる。次のシステム開発

のターゲットは,お のずと漢字システムに向った。

〇一 一 一 一〇 〇

出先 き も結 ぶ完全 オ ンライ ン

〇一 一 ー一 一〇 〇

カナによるオンラインシステムが導入される3

年ほど前から,大 宮市では,事 務管理部門を中心

にしてすでに漢字情報システムの研究に着手して

いた。しかし,当 時は,ま だそのシステム要件を

満す漢字デ ィスプレイ装置と漢字 プリンタ装置が

なかったため,具 体化には至らなかった。その後

カナ ・オンラインの運用開始を経てオンラインの

評価が高まり,53年 から,住 民票に焦点を合わせ

た本格的な検討が開始された。

・「住民票の管理は往時台帳基本法とい う法律の枠

があ り∀ ロンゼェータシステム化はまったくなさ
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れていない分野だった。それだけにシス

テム開発には多 くの苦労があ りました」

(高安秀雄氏 ・大宮市 ・事務管理課開発

係長)

システム化移行に ともなう法制度上の

問題点の検討,住 民票上の住所記載の実

例分析作業,住 民票 という特殊な分野を

㌻…← 三}一 聯 磯1

ミご鶯艦 三 ぷ㍉ダ
'べ〉ミミ・ぷミぶ一 巖 、

処 理 す る,ン ピ 。一 タ テ ク,。 ジ ー の あ 嚇 撫 ・

り方など,課 題は広範にわたった。市民

課とメーカーも加えて1年 有余にわたっ

てシステム開発が進められた。

その分析を踏まえて富士通は,日 本語

住民情報オンラインデータベースの作成を開始し

ARIS/X(AdvancedResidentInformation

System/EXtended)と い うソフトウエアパッケー

ジを完成 した。

このARIS/Xを べ■・一・スに,大 宮市では35万

住民の住民票のセットアップ作業に着手 し,引 き

続いて照合作業に取 り組み,55年7月 置暫定運用

に入 り,56年3月 から本格的に運用を開始した。

大宮市のシステムは,44年 の磁気テープをベー

スにした住民記録システムを出発点に して順次住

民情報システムへ と展開されていった。そ して48

年には,や はり全国地方自治体の先陣を切って磁

気テープによる順処理か ら,磁 気デ ィスク装置に

よる乱処理に切り替えた。この切 り替えは,2つ

の点で重要な意味を持ち,現 在の日本語住民情報

オンラインシステム導入の基盤を作った。磁気デ

ィス ク上に情報の展開が可能になり,オ ンライン

処理への道が開けたこと,有 限の磁気デ ィスク上

にファイルを常駐するため,デ ータの重複を防止

するデータベース的発想が生まれたのがそれであ

る。大宮市の住民票システムは,こ うしたシステ

ムの変遷の中で位置づけられるべきものであ り,

漢字導入によって住民票そのものをシステム化し

た直接的効果 と,住 民票の記載項 目が即座に各住

民関連業務に利用できるという間接的効果の両面

を持 っていると高安氏らは強調する。

ロ イ ンサ イ ド ・レポ ー ト ロ
マ ゴ ト ご マ ト ミ

ペ ご マ ロ ヘ キ　毒 潮
やげ

燃 燃ご 「

べ犠

。、 。、

＼繍 ミ＼w

べ

づ畔 ㌧夢
講 藪

「私 どもの日本語住民情報システムは,プ ログラ

ムの総本数2,000本,磁 気ディスク上に展開する

総 ファイル容量は約4,000Mバ イ トという大規模

なものになっています。それに,9つ の支所,出

張所にオンラインされていることが大きな特徴 と

いえますね」(高 安氏)

このシステムはまた,事 務管理課職員1名 を含

む市民部次長ら16名からなる窓口オンラインプロ

ジェクトによって導入準備が行われた。

○ ○ ○

ハー ドお よび ソ フ トウ ェア構 成

○ ○ ○

ホス トコンピュータは,当 初,FACOM-160

ADで スター トしたが,現 在はFACOM-170F

にシステムアップし,こ のホス トを中心に,バ ッ

チ処理 とオンライン処理の両方を行 っ て いる。

(図一1参 照)日本語処理は,大 量出力用の日本語

ラインプリンタ装置(NLP)と,窓 口に配置し

た 日本語デaス プレイサブシステム(NDS)で

行っている。(図 一2参 照)本 庁舎,支 所,出 張

所に設置したNDSは,住 民異動処理,住 民票お

よび税関係の証明書発行,住 民に関する各種検索

処理を対象にして,住 民サービス向上の中心 とな

っている。

ソフトウエアについてつけ加えれば,オ ペレー

ティングシステムは,OSIV/X8を,日 本語

、
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図一1機 器 構 成

住民情報システムはAIMのDBMSとDCMS

を使用している。

「地方自治体のオンラインシステムの特徴は,呼

量の多さよりむしろ処理内容が多岐にわたってい

る点にあ ります。私どもの場合,運 用コントロー

ルの制御の下に,51本 のオンラインプログラムが

一・種の部品的役割を持 って,処 理形態に応じた組

合せで一連の処理を行 う構造になっています。そ

のため,各 種の処理に必要なモジュールを一括管

理する運用 コントロールが重要な役割を持 ってい

ます」(高 安氏)

システムの開発だけでも約3年 の年月がかかっ

た。なによりも大切なことは,そ れまで手作業で

行っていた住民票管理を完全に理解 し,分 析する

ことである。しかもそこには法制上の規制があ り

それを越えることは許されない。ハ{ド ウエァの

機能面でも多くの制約や困難があった。たとえば

朱線抹消や交差抹消の処理が当時の機器では困難

だった。手作業の流れを変えずに,い かにシステ

ム処理を実現させてい くか。開発に当った高安氏

ら3名 のSEの 苦闘が続いた。

住民票の各段階の作業は,い うまでもなく日常

業務と併行した作業になる。その合い間をぬって

の作業は予想以上に大変だった。

窓口に来る市民の流れ,午 後2時 のピ■一ク時の

滞留状況,そ の間,住 民票,戸 籍などの ビジブル

レコーダーを使用する職員動線などのデータを集

収 ・分析,住 民票のセヅトアヅプ作業(住 民票の

マイク12フ ィルム撮影,住 民票改製作業,漢 字パ

ンチ作業,住 民票照合作業など)が 順次,進 めら

れていった。

ようやく敵襲作業が終 った ところで異動,書 き

かえなどが発生する。撮影には11台 の撮影機が用

意され,2日 間の短期決戦で終えたが,作 民票の

抜きだし,再 格納には,50名 の職員がフルに動員

された。

在民票は,住 民の権利義務との関係から一文字

だりとも誤 りが許されない。細心の注意と集中力

が要求熱 るδ:発見されたエラPtは,NDPか ら

直接,住 民情報デか夕べ ースを修正する方式㊥解

∨..、.三 》二 ← ぐ;】、ム..
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決していった。また,こ の照合作業は,夜 間,休

日を利用 して行われ,延 べ7,000時 間を越えた。

「照合作業は,人 の目視確認 しか手段がない とい

う点で,住 民情報システム実施の最大の難関だっ

た」 と高安氏は振 り返る。

○ ○ ○

画期 的 なオ ープ ンプ ログ ラマ ー制

○ ○ ○

大宮市の日本語住民票オンラインシステムは,

現在では完全に定着 して行政運営と市民サービス

の向上に大きく貢献 している。そして世間の大き

な関心を呼び,す でに200組 を越える視察団が押

し寄せている。

システム開発から実施に至るまでの苦労は,す

でにふれたようにたいへんなものだった。しかし

高安氏ら担当者が最も関心を持 って準備に当った

のは,実 際にこのシステムで作業を行ってい く職

員(直 接,間 接の別なく)の 意識土壌をつくりだ

していくことであった。上部層の意識変革も重要

だが,シ ステム化の必要性,重 要性を職員一人ひ

国保年金情報検索
国保年金得喪処理 住民票発行

NDS:デ ィスプレイ装置(NDP)と プリンタ装置(NPR)で 構成する

日本語デ ィスプレイサブシステムの設置状況

とりが理解 し認識することが先決だ。考えた結果

高安氏らは,プ ロジェク トに参画している市民部

の各部から各1名,合 計8名 の7b-一プンプログラ

マーを養成し,こ の人たちを中心にして意識変革

に取 り組む方法を採用 した。

「ソフ トウエアがいかによくても,レ スポンスが

働かなければ システムは働 きません。システム設

計 うんぬんより,職 員の理解を得ることが大事だ

と考えたわけです」(高 安氏)

オープンプログラマー制の採用は,大 宮市のシ

ステム化の成功の大きな礎石になっている。その

後も,オ ープンプログラトーの養成は引き続いて

行われてお り,現 在では,各 課に最低2名 のプP

グラマーがおり,総 勢で50名 を越えるとい う。

住民票システムは,人 間の作業をコンピュータ

に近づけるとい う点で従来の地方自治体のシステ

ム開発とは異質の側面を特 っている。 「順次,印

鑑,戸 籍などもシステム化 したい」 と高安氏は語

った。

(レポーター ・道田国雄)

、
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コ ン ピ ュ ー タ と 国 家

坂 村 健

今からおよそ30年 前に開発ざれたコンピュータ

の発展は我 々電子工業 ・情報工学を専攻する者の

目から見ても,驚 異的である。特に,1970年 を境

とした半導体工学,特 にマイクロエ レク トロニク

ス(VLSI)の 進歩がコンピュ・一夕システムに

与えた影響は大きく,そ の成果が1980年 代に開花

しようとしている。1980年 代は,ま さに情報社会

における産業革命の幕あけを記念すべき重要な年

となろう。十分なハー ドウェア技術に支えられて

非常に安価なコンピュータシステムが提供され,

社会のあらゆる場所で,そ れが使われるようにな

る、もちろん,国 家機関においても然 りである。

ここでは,こ のような背景にもとづき,特 に国家

機関におけるコンピュータに関 しての若干の考察

を行 ってみたい。

△ △ △

80年 代 の コン ピ ュ一 夕シ ステム

ム ム ム

以下の議論を進めるにあたり,考 察の基礎 とな

るコンピュータシステムのイメージは,以 下のよ

うなものである。まず第一に非常に安価な,し か

し機能的には強力な,現 在のそれ とは比較になら

ないほど強力なパーソナルコンピュータがあらゆ

る場所にばらまかれるようになるとい うことであ

る。 日本で使われるものからして,漢 字かな混じ

りの文が使えるのはもちろんのこと,メ モ リ並び

に二次記憶価格の急激な低下により,個 人が使 う

には十分な量のパーソナルファイルの確保がなさ

れる。また,い わゆるマン=マ シン ・インターフ

ェースの急激な改善一一デ ィスプレイに現在手で

書いている書類を写す ことが可能であるとか,素

人向けの例えば日本語に非常に近いようなコンピ

ュータ言語の開発によって多くの人 々がこのパー

ソナルコンピェータを使 って仕事をすることにな

ろ う。さらに画期的なことは,こ れらパーソナル

コンピュータが通信回線によって有機的に接続さ

れることである。そのためには,電 電公社のデジ

タル通信網の開放が前提ではあるが,こ れは時間

の問題である。重要なことは,こ れによつて中央

に集中されていたり,ま たは地方に分散されてい

た りするデータベースがはじめて有効に利用され

得るようにたることである。そしてこのデ一夕ベ
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一スの有効利用の可能性が良きにつけ悪 しきにつ

けこれからの議論の トリガとなつてくる。間違い

なく10年以内に実現すると思われるが高性能パー

ソナルコンピュータとデジタル通信網とデータベ

ースが有機的に接続され,利 用できるようにな つ

たとき問題となるのは,ど のような社会的インパ

ク トがもたらされるのかとい うことなのだ。

△ △ ム

コ ン ピ ュ 一 夕 犯 罪

△ △ ー△

最近ブームのごとくコンピュータ犯罪が続発し

ている。現在のところ起 っているのは民間のコン

ピュータに関することの方が多いが,国 家機関の

コンピュータが対象となった場合の被害は,民 間

のそれ以上であることは容易に想像できる。(ひ

よっとするともう起っていて隠されているのかも

しれないが)。 コンピュータ犯罪の元祖(?)米

国を見習い,日 本もそれに追従することを思 うと

これに対 しての何らかの措置を早急に とるべきで

あろ う。ましてや 日本においては,米 国ほど国家

機関においてのコンピュータの利用が進んでいな

いので,ア クションさえ早 く起こせば米国が犯 し

た間違いを持ち込まな くても良いかもしれない。

取るべき措置はい くつかある。

◆調 査

立法,行 政,司 法すべての国家機関におけるコ

ンピュータの与える影響の重大性を整理 し,起 る

可能性に対しての検討を慎重に調査することが重

要である。前述したように,こ の場合 コンピュー

タの持つ意味が単なる計算機械 とい うことではな

い事に十分注意しなければならない。 コンピュー

タとは巨大なアクセス可能なデータベースである

(とい うことは好きな情報がとれるとい うことで

ある)と の前提に立って悪用 された場合の国内的

ならびに対外的に及ぼす影響についてのフィージ
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ビリティ・スタデ ィを十分行えということである。

◆情報省

多 くの意味で重要である国家機関におけるコン

ピュータの利用を計画する機関は独立に新 しく設

置されるべきである。このような統一的な利用計

画が,ひ いては犯罪減少につながる。また,こ れ

は国におけるコンピュータの有効利用を促進する

ためにも,即 ち無駄な投資を避けるとい う意味で

も必要であろう。即ち,現 時点において国家,地

方自治体に非常に多 くのコンピュータが導入され

ているが,そ れ らはば らば らに導入され,統 一性

は見 られない。ハー ドウェアは ともか く,論 理的

な統一規格化が行われていないとい うことは将来

の全体的なコンピュータの利用に際 して大きなオ

ーバーヘヅドとなりその無駄金は計 り知れないも

のとなる。現在多 くの省庁で行われている事務方

式は,そ のほとんどが今か ら10年以上も前のコン

ピュータが今程発達 していなかった頃の方式であ

り,こ れを統一的に改善する,い わゆる国家機関

オフィス ・オートメーションを実施することによ

って,大 幅な経費節減に結び付 こう。

言 うまでも無いことであるが,こ れを監督する

機関が別に設けられるということも重要である。

△ △ △

新 しい コン ピュー タの姿 勢

△ △s△

現在起 っているコンピュータ犯罪を見るに,そ.

のほとんどがいわゆるシステム設計上のミスであ

る。しかしこれは致 し方ない事が多 く,そ のもっ

とも大きな問題は現在広 く使われているヒンピュ

一夕そのものにある。即ち,現 在のコンピュータ

の構造はいわゆるス トア ド・プログラム方式 とい

う方式で作られており,人 間がすべての起 り得る

場合についてプログラムをしておかないと動作 し

ないようになっている。よって,悪 意か らシステ
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ムを守ろ うとすればすべての悪意を予め予想 し,

そのためのプログラムを予めつくっておかなくて

はならないのである。 しか し従来の例からも解 る

が,犯 罪の手口のすべてを予測するのは不可能で

ある。ではどうすればよいのかとい うと,答 えは

単純であり,現 在の意味でのプログラミングをし

なくても動作するコンピュータを作ればよいとい

うことになる。スペースの関係で詳 しくは書けな

いが,研 究の芽は多 くあるわけで例えば知識工学

にもとつくコンピュータを作れば良い訳である。

これだとプログラムをしなくてもコンピェータ自

身が常識 事実にもとついて動作するような機構

を備えているので,現 在多く起っているプログラ

ムを し忘れた とい うことはなくなる。

また,現 在のシステムの多 くは一度中に入って

しまえばなんでもできるとい うようになっている

ものが多いが,電 車におけるキセル,た だ乗 りの

規制とおなじような,み まわ りを強めるような機

構を計算機に持たせることも重要であろ う。

△ △ △

従 ・事 者 の モ ラ ル

ム ム ム

国家機関におけるシステム設計者に対 して高い

モラルが要求される事は言 うまでもない。しか し,

これを単なる精神論で述べているだけでは何 ら解

決策にならないのは明らかだ。即ち,こ れを回避

するためには,国 家システム設計従事者のモラル

向上を云々する前に,資 格試験,教 育を強化し,

地位,給 料などを上げ,プ ライ ドを高め,シ ステ

ム設計者が重要な職業であるという認識をさせな

ければならない。単なるプログヲヤのような見方

は慎むべきであるし,ま たプログラマ,シ ステム

設計者も単なるプログラムしかできない人がやる

べきではない。国の組織,な らびにブイロソフィ

を十分理解 し,そ のような勉強を修めたものが設

計者となるべきである。

◆法律1

コンピュータ犯罪 と現在の法制度の関係を調べ

るに,現在の法体系はものに重点が置かれており,

目に見えない情報に対 しての損害,破 壊に対 して

の制定はないに等しい。 コンピュータ犯罪を防止

す る効果的手法の一つはそのような犯罪を犯すこ

とは割に合わないということを,徹 底することな

のである。

◆法律2

コンピュータ犯罪に対 しての罰則を決めるだけ

では法律制定に当って手落ちであることは言うま

でもない。国家機関に対 して犯罪を犯すことは悪

いことに違いないが,も っと悪いのは国家機関が

国民に対して犯罪を犯すことである。即ち,こ れ

がプライバシー保護法であり,我 が国でも遅れば

せながらプライバシー保護研究会が発足し個人デ

ータの項 目,目 的などを公示 し,自 分に関するデ

ータの閲覧,確 認,訂 正の権利を持たせるなど,

政府に対 して立法化を提言する方針を立てたが,

この実施を早急に望むものである。国が保存 して

いる個人に対するデータに関してはいかに多 く大

変であっても,国 民一人一人に年に1回 送付する

ぐらいの気持ちでやってもらいたいものだ。この

保護法に関 してはやりすぎとい う言葉は使われる

べきではないと思 う。

◆行 政

非常に長い 目で見るとシステム設計者=行 政官

となってしまうのかも知れない。この場合のシス

テム設計 とい うのは法律で決められた行政をいか

に効率良くオペ レーションするかとい う事 で あ

り,い かに効率の良いシメテムを設計するかが良

い行政官 とい うことになる。

◆政治家

政治家が行 うことはシステム設計におけるジス

.、 二.法.こ れ 二 』.ご,』.?、



テム哲学を構築することにある。これをまずや ら

なければならない。政治家がコンピュータに関 し

ての知識がまったくなくても勤まるという時代は

終ろうとしている。さらに将来の政治家の仕事を

思 うに,彼 らは非常に多 くのシ ミェレーション・プ

ログラムを走らせるようになろ う。即ち,充 分な

量のデータに支えられて,納 得の行くシ ミュレー

ション・プログラムを作ることによって,ポ リシー

の決定を行ってい くのである。よって,う まい,シ

ミュレーション ・プログラムを書く人が有能な政

治家 といえる時代が来ることも十分想像できる。

△ △ ム

コ ン ピ ュ 一 夕 監 査 院

△ △ △

情報省のところでも述べたが,コ ンピュータの

及ぼす影響は非常に大きいので,会 計監査院 と同

じく行政上のミスを強力に監査する機関の設置が

要求される。

◆コンピュータ検察局

以上多くの事を行ったとしてもなおかつ犯罪が

起きないとい う保証はない。将来に起きるコンピ

ュータ犯罪の多くは恐 らく素人が思い付 くような

手口で行われることは殆 どないだろう。プロには

プロをとい うことでコンピュータ犯罪を専門に告

発する検察局の必要性を招くかも知れない。

◆裁判所

これに合わせて,裁 判所で処理 しなければなら

ない事件の多 くにもコンピェ一夕が登場 しよう。

よって裁判官にも正確なコンピュータに関しての

知識が要求されることは言 うまでもない。また,

裁判所には多 くのデータを有機的にアクセスする

ことによって,よ り公平な裁判を行 うことを望む。

そのためには裁判所にだけ特別のルートでデータ

をアクセスすることが許されなければならないか

も知れない。そのためにも裁判官には今以上の厳
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格公正 さを要求する。 「コンピュータのい うこと

であるか ら絶対正 しい」など発言する者を間違っ

ても裁判官などにしてはならないのだ。

◇国 民

以上述べたか ったことは国をコンピュータで コ

ントロールしようといっているのではなく,ど の

ようなことに成ろうともコンピュータが国家機関

に入り込んでくることは恐 らく間違いのない事実

であるという前提にもとづき,そ れならば多 くの

人が関心を持ち,真 剣に議論 されるべきだ とい う

ことを言いたかったのである。 コンピュータ・シ

ステムの構築には非常な資金が掛かるし,ま たシ

ステムは徐々にと言うより,知 らぬ間に成長 して

しまうものであるから,で き上がってしまってか

ら欠陥が現われた りすることが怖いのである。早

く手を打たないと手遅れになる。

なぜ,国 家にコンピュータを持ち込むかと言え

ばそれは国民のためであると言 うことは言うまで

もないことであるが,そ れは人に言われて理解す

るものではなく,国 民一人一人が自分で納得 しな

ければならないものなのである。コンピュータ ・

サイエンスは今後も間違いなく進歩する。昔ギ リ

シャで行われてきたような貝殻投票が非常に大規

模に行えることも夢ではなくなる。これが良いか

どうかは別問題であるが。また,よ り現実的な事

を考えて見るならば,本 文でも述べたように,現

在の省庁間の事務様式並びに法律で制定される民

間商法等にも制定期が古く現在のコンピュータ技

術の水準からして改善されなければならないもの

が多い。このようなことから,全 国的な規模で多

くの組織,法 律などが ドラマチヅクに変貌してい

くことは間違いのないことであろ う。そして,そ

れが美 しいものとなるか,醜 いものになるかは我

々自身の手に掛かっているのである。

(さかむら けん ・東京大学理学部情報科学科)

#
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塵外の壼欝 新生中国を垣間見る

日中マイコン展示会に出席 して

佐 藤 光 司

■ ■ ■

期 待 と 不 安 を 胸 に…
■ ■ ■

昨年の11月25日,私 は未知の大国に対する期

待 と不安の交錯 した気持ちで,雪 の降 りしきる

厳寒の北京空港に降 り立った。私の訪中の 目的

は,12月1目 か ら10日間開かれた 「日中友好マ

イクロコンピュータ技術交流展示会」に,日 本

電子開発から派遣され,こ れに参加するためだ

った。

この展示会は,中 国計算機技術服務公司と日

本電子工業振興協会(電 子協)の 共催で開かれ

たもので,こ れには,わ が国から電子協 と同協

会加盟の11社 約45名 が参加した。 ソフ トウエア

会社として参加したのは当社だけであり,し か

も当社はこの種の展示会へは初参加とあって,

私 としては当初緊張の連続だった。時に胸が し

めつけ られる思いが したのは,あ ながち寒さの

せいばか りではなかった ようだ。

不安をかき立てる懸念材料はいろ い ろ あ っ

た。展示会の予備展,本 番の展示会は果たして

うまく運営されるだろ うか。事前に持ち込んだ

マシンが故障なしに作動するだろうか。当社の

ソフ トウエアが うまくオペ レー トす るだ ろ う

か。言葉の壁を乗 り越えて,わ れわれと中国側

との コミュニケーションが軌道に乗 るだろうか

等々……。

しか しこの懸念も,日 がたつにつれ,展 示会

が進行するにつれ,朝 もやが消えていくように

次第に薄れていった。そ して展示会が成功の う

ちに幕を閉 じ,各 ブースごとに打ち上げ式が行

われたころには,中 国の人達 と人間的な接触を

持つことができるようになった。こうして私は

ある種の満足感を抱いて年末に帰国したのだっ

たが,以 下に展示会の模様,そ れにまつわる裏

話,さ らに滞在3週 間中に垣間見た中国の印象

などをつづってみる。

■ ■ ■

北 京 テ レ ビ が 放 映
■ ■ ■

北京到着の翌日から早速仕事である。朝8時

に会場行きのマイクロバスが宿舎の燕京飯店前

に到着する。展示会場は有名な天安門に向かっ

て右手にある労働人民文化宮の中殿に設けられ

てある。われわれは宿舎と会場を毎 日ピス トン

輸送される。昼食は宿舎でするから,1日2往

復となるわけ。各社ごとに区切られた展示会場

には,説 明員と通訳の4名 位が配置され る。そ

して本番の展示会が開かれると,展 示機器の説

明には彼らが当たる。だから当方としては,こ

の説明員にマイクロコンピュータとソフ トウエ

アを説明し,本 番前に早 く理解 してもらわねば

ならない。しかし説明員は中国語 しか話せない

ので,通 訳を介することになる。ところが,そ



の通訳が北京対外貿易学院 日本語科の学生で技

術的なことにうといときている。 しか しハー ド

ウエアの説明を2日 間,ソ フ トウエアの説明も

2日 間で一応理解 してもらい,よ うやく予備展

の開催にまでこぎつけた次第。

予備展には,第4機 械工業部,国 家電子計算

機工業総局,北 京市科学経済委員会のお歴 々が

姿をみせた。要人達はブースM1の 当社か ら見

学をはじめたが,プ ロッタを使った水管理シス

テムや教育管理システム,機 器管理システムに

ついての説明員の説明を熱心に聞いていた。そ

してとくにハー ドウエアの内容について興味を

持ったようだった。

予備展は無事終了,さ あいよいよ本番だ。1

日の開幕式には,日 中展示会関係者約250名 が

参列,ま ず中国計算機技術服務公司玉傷経理(社

長)の 開会の辞には じまり,日 中両国関係者の

挨拶 と続き,最 後に第4機 械工業部季端副部長

と電子協吉岡専務理事の両氏によるテープカヅ

トで終了,各 ブースの見学とい う段取 り。この

様子を北京テレビが取材,夕 方放映のテレビで

は,開 幕式と当社の水管理システムの実演でプ

ロッタが動いている場面,漢 字入出力の実演や

音声入力の場面が写し出されていた。

この展示会の入場者は招待状を出した人に限

られており,10日 間で約1万8千 人,こ れが午

前 と午後に分かれて入場,従 って半日700人 か

ら1,000人 ほどが常時会場につめかけていたわ

けだ。また,ち ょうど第5期 全国人民代表大会

第4回 大会が行われていたので,全 国人民代表

の人達も姿を見せていた。

■ ■ ■

展示会変 じて日本語講習会
■ ■ ■

以上,展 示会の開催に至る簡単な経緯だが,

ここで感想を2つ3つ 。

展示会の見学者が当局によって選ばれた招待
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▲テープカット風景

者であったせいかもしれないが,と もかく熱心

なのである。 とくに,四 川省あた りからはるば

るやってきた人達は,1週 間毎日見学にきて熱

心な質問を浴びせていた。またハー ドウエアに

対する関心 も非常に高く,見 学者からの質問が

続出した。ところで当社NEDの ハー ドウエア

はNEC製 であるため,ハ ー ドウエアのマーク

であるNECの く℃"ぱtD"の 間違いではないか

といった質問もあったほどだ。

熱心なのは展示会に関することばか りではな

い。 日本語についての関心も相当なもの。北京

対外貿易学院と外国語学院の日本語科の学生な

どは,通 訳として採用されている優秀な同級生

に刺激されてか,展 示会場を格好の実習の場と

して利用する。 これ らの学校の先生方もやって

くるし,北 京市内の高等学校の生徒達も加わっ

て日本語で話 しかけてくる。こうした中での展

示会なので,技 術説明変じて日本語講習会の様

相を赤めすことさえあった。このため,展 示各

社のなかには,こ ういった人達を邪魔者扱いす

る場面 もあ った ようだ。

しか しこのように 日本語が通ずる場合はまだ
ト

よい。大部分の人には 日本語が通 じないのだか

ら,コ ミェニケーションは大変である。通訳を

通 して話を しようとしても,技 術的質問内容が

不明確だった り,相 手の質問の真意がつかめな

かった りして,お 互いにあきらめてしまうよう

な場合も出てきた。言葉の壁がなか った ら な

十
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▲会場の労働人民文化宮

あ …,と 残 念 に 思 うこ と も,し ば しば あ った 。

■ ■ ■

こ敵 に よ く勝 つ 者 は争 わず
こ

■ 一 ■ 一■

と ころ で,こ の 展示 会 で の 資料 の配 布 方法 は,

ち ょっ と変 わ って い た。 当方 の持 参 した パ ン フ

レッ トや カタ ロ グの2割 は,中 国の 関 係 当 局 に

組 織 を 通 して 配布 す るた め に供 出 し,残 りを10

日間 に 分 け て 配布 す る こ とに な った 。 ど の人 に

渡 し,ど の 人 に 渡 さな い か の 目安 が な くて大 弱

り。 中 国 側 の説 明員 に 相 談 した と ころ㌧ われ わ

れ に任 せ て くれ"と の こ と。 彼 らの 配 り方 を 見

て い る と,最 初 に資 料 は 配 らな い 。 人 の 山 が で

き て もゆ っ く り と説 明 し,説 明が 全 部 終 わ って

残 って い る人 に だ け資 料 を渡 す とい う や り 方

だ 。 ま た 何 か 話 を して い て そ の質 問 内容 につ い

て 勉 強 不 足 と感 じる とす か さずe鴇 っ と勉 強 し

てか らい ら っ しゃい"と か 。資 料 は渡 せ な い"

とい っ て見 学 者 を 追 い 返 す の で あ る。 そ して 資

料 が1日 分 の予 定 部 数 に な る と,情 け 容 赦 な く

ttメイ ヨ ー"(没 有)な の だ 。

日本 で こん な 強 引 なや り方 は,ま あ 通 用 しな

い だ ろ う。 早速 ひ と もん ち ゃ くあ る とこ ろだ 。

しか し中 国 人 は 日本 人 の よ うにせ っか ちで は な

い 。 古 人 の こ とわ ざで は な い が,"敵 に よ く勝

つ 者 は 争 わ ず"と ば か り,翌 日ち ゃん と顔 をみ

せ て い る。 翌 日が だ め な ら翌 々 日 とい った あ ん

ば い で,結 局 資 料 は 本 人 の手 に 入 る とい うわ け

・臓　磯 麟
な 　 　 ら び ドじ ほ

.吻 磁 ・,'}'べ 礁"

㌧ 「、Σ ㍉∴ ㌘ 鱒

箋N㌧ 顯 訂,
▲展示会場寸景

だ 。 こ う して2回 も3回 も会 場 に 来 るの で,当

方 とす っか り顔 な じみ に な った 人 も多 か った 。

当社 の場 合,こ の パ ン フ レッ トの配 布 の た め,

説 明員 と通 訳 の3人 が,朝 と昼 休 み に 毎 日800枚

の パ ン フ レッ トを セ ッ トす る作 業 を し て く れ

た 。 この 仕事 は2つ 折 りの パ ンフ レ ッ トに4枚

の 印 字 見 本 を挿 入 す るの だ が,結 構骨 の折 れ る

仕 事 だ った 。 この 人 達 の 協 力 の お か げ で,無 事

に 予 定 のパ ン フ レ ッ トを 余 す とい う な く配 布 す

る こ とが で き,深 く感 謝 して い る こ とを 付 け 加

え て お く。

■ 一■ ■

ミ別 れ の 歌
ミ に 涙 す

■ ■ ■

展示会が終わり,さ しずめ日本なら盛大な打

ち上げ式とい うところだが,こ の全員集まって

の 足乏さよならパーティ"は 行われず,各 ブース

ごとの集まりがあっただけ。われわれとしては

何 となく物足 りない気持ちだった。それに,日

本語を勉強している対外貿易学院 と外国語学院

の学生(主 に通訳を してくれた人達とその友達)

との全体的な交歓もしたかったので,12月13日

まで北京に残っていた6社 が共同で,こ れ らの

学生 との交歓会をやろ うと企画した。ところが

中国では,外 国人 との集会を持つことはなかな

か容易でない とのこと。社会主義中国の片 りん

をチ ラッと見た思いだが,日 本側事務局と中国

側事務局の人達の協力により,ま た企画 したわi

1



▲涙の交歓会

れ わ れ 仲 間 と中 国 側学 生 の努 力 もあ って,や っ

と交 歓 会 を 開 く こ とが 出来 た。 会 場 は燕 京 飯 店

の一 室,日 中 双方 か ら食 べ 物 を 持 ち 寄 り,酒 は 一・

切 な しの さ さや か な が ら意 義深 い もの だ った。

この 交 歓 会 に 出 席 した 中 国 側 の若 者 達 は,何

年 か 先 に は貿 易 関 係 の 窓 「1だった り,観 光 旅 行

の 際 の 窓 口 とな るはず の 人 達 で あ る。 これ らの

若 者 達 とわ れ わ れ は一 堂 に 会 し,現 在 を 語 り未

来 を 語 っ て双 方 意 見 を 交換 した 。 そ して,日 中

友 好 の太 い 絆 を 今 後 も持 ち 続 け よ う とお互 い が

認 め あ った 。 彼 らの た どた ど しい 日本語 の 中 か

ら,わ れ わ れ は そ の 気 持 を 十 分 に くみ取 る こ と

が 出来 た の で あ る。

フ ィナ ー レが 近 づ く。歌 を うた った 。 中 国 で

は や って い る歌 や 日本 の歌 が 合 唱 され た 。 中 国

側 か らの歌 はe軍 港 の 夜"。 海 軍 の 女 性 が 歌 っ

て ヒ ッ トした 歌 だ とい う。 日本 の 歌 で は,さ だ

ま さ しの 【∈関 白宣 言"そ れ に 芹 洋 子 の ξ四 季 の

歌"や くξ青 春 時 代"な どが先 方 か ら リクエ ス ト

され た 。 最 後 に ◎ξ別 れ の 歌"を うた った ら,み

な泣 い て いた 。 日本 人 との 交 流 は何 度 もあ った

のだ ろ うが,双 方 の 企 画 で こ う した 交歓 会 を持

つ こ とが で き,感 激 が 倍 加 され た の だ ろ う。

■ ■ 一一 ■

ミ没 有
この裏 にひ そ む もの

■.一ーー 一■ ■

仕事以外に,中 国の風土,古 い文化,壮 大な

建造物に接する機会もあった。何といっても,
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まず第1に 挙げなければならないのは,あ の黄ll

土 の砂 ぼ こ りで あ る。 横 塵 万 丈"と 観 念 的 に

は 心 得 え て い て も,い ざ現 実 に直 面 す る と,も

う言葉 もな いほ どだ 。 あ らゆ る も のが 黄 色 のベ

ー ル の 中,外 に 出 よ うも の な ら,顔 は た ち ま ち

ほ こ りに まみ れ て カサ カサ とな る。 そ れ に 乾 燥`

が ひ どい。 お茶 は 放 って お く と・・リパ リに な っi

てしまう。だか ら乾燥 しないようにお茶は紙袋

に入っている。湿気ない ように包装する日本の

場合 とは逆なのだ。また,静 電気にも驚かされ

る.飯 店の電気のスイ。チや ドアには静電気が1

充満 し,手 を触れるとパチ 。暗 を立てる。i

こ う した 中国 の気 候 風 土 に,極 め て厳 しい 寒

さ暑 さ も 日本 の比 で は な い。 こ の厳 しい 自然 条

件 の 中 で生 き抜 い て きた 中国 人 の気 質 は 表 面 温

和 で も,内 面 的 には 非 常 に した た か で 誇 り高 い

もの だ ろ う と私 には 思 え る。 滞 在 中 に最 も多 く

耳 に した言 葉 にCCメ イ ヨー"が あ った 。 中 国語

で 。没 有"と 書 くが,こ れ は単 に くぐな い"と い

う意味 だ け で は な く,Ct昔 は あ った が 今 は ない 。i

とい う意味 だ との こ と。 これ を裏 返 せ ば,。今は

な い が,い ずれ あ る よ うに して み せ る"と い う

した た か な 気持 ち に な る と私 な りに解 釈 した。

ま た 人 民 劇場 で 公 演 され て い た 「糸路 花 雨」

(シ ル ク ロ ー ド ・エ ピ ソ ー ド)で の古 い しき た

り,秦 代 に 建設 され た万 里 の 長城,さ らに は故

宮 博物 院(紫 禁 城)の 雄 大 な建 築 物 に 代表 され

る明 代 の 輝 け る文 化 を見 るに つ け,い か に この

社 会 主 義 中 国 が,古 い伝 統 ・歴 史 と新 思 想 のは

ざま に,懸 命 に生 き よ う と して い るか を思 うの

で あ る。 つ ま り中 国 人 は,古 い原 則 と新 しい原

則 の 調 和 の 中 に 自分 の道 を見 い 出 し,ま た 今後

と もそ れ を 守 り続 け よ う と して い るの では あ る

ま い か 。

(さ と う こ う じ氏 ・日本 電 子 開発 〈株 〉管 理 本

部 プ ロジ ェ ク ト管 理 部 長)
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電算機教室の窓辺か ら

議
宏

學 日本電子工学院情報処理教育研究室長

掛 井 幹 雄

開発協会企画課の小林氏からお電話を頂いた。

「会員サ ロンへの投稿」のご依頼である。天下の

JIPDEC誌 に私 ごときが駄文を寄せるなど,

公道を素裸で歩 くようなもの。 「文章なんて書け

ませんよ。汗と恥をかくだけ。」 と尻込みする私

に,話 上手な小林氏は 「お気鞄 こ。情報処理教育

の事でも一言。」と,ミお気軽にミを連発される。

しかし,考 えてみればJIPDECと も小林氏

ともナガーイおつき合い,あ まりの固辞も失礼 と

い うもの。折角の機会,JIPDECへ の私の謝

辞のつもりで,ま まよ,汗と恥をかいてみようか。

〈日本最初の電算機学校誕生エ レジー〉

もう15年前の昭和41年4月5日,こ の日は暑か

った。協会(当 時は電子協)の 一室で私は未知の

方にお目にかかる緊張感と季節はずれのバカ陽気

の中,流 れる汗を何度もぬぐっていた。

この日に先だつ2ヵ 月前,学 校当局は私に言い

渡 した。 「この10月から電算機科を新設する事に

決まった。君が担当者だ。」一 「ハア!?」 と答

えて引下った私は,さ て何から手をつけていいも

のや ら。この頃,日 本には系統的カリキュラムで

2年 間情報処理の教育をする学校も組織も存在 し

ていなかった〃 どなたかご教示頂ける組織にお

願いしてと,盲 滅法電話をかけ主旨説明を始める

私の話半分で,「 当方ではどうも(ガチャン)。」

「本当にそんな事始める気ですか(ガ チャン)。」

心細くなりなが らかけ穣けた十何度目かの電話の

向 うで 「おいで下 さふ㌦,ご相談 しましょう。」一協

会の現技術麟 滅 勘 酬 氏だ・た。
ジ シ 　

当叫 璽 鞍 紫 斑 でかしこまる私に魂

◎◎◎◎◎◎◎◎◎ぼ豊◎◎◎⇔⇔⑤

ぱ
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総務部長の岡田氏と市川氏は長時間,懇 切にご教

示 くださった。しかし,ソ フトもハー ドもお よそ

計算機についてイロハのイも知 らなかった私に,

どうしてお話の内容が正確に理解できようか。肩

は凝 り,喉 はかわき,私 の頭の中には,未 知の用

語が羽虫の群の様に飛びかい,幾 筋 もの汗が背中

を走 った。ただ1つ 「こちらのご指導にすがって

道を開こう。」

読者諸氏よ。これが日本では じめての電算機学

校が誕生 した瞬間だったのです。

こうして,私 の「電算機学校教育確立への挑戦」

が始められた。 しぼる智恵のない私はガムシャラ

に協会を訪ねてはご教示を仰いだ。協会の岡田,

市川両氏,山 本欣子先生,宇 野先生はじめ大勢の

方々に,私 は学び,学 び,そ して学んだ。私の無

知 と不慣れの為,ご 厄介をかけ通 しだった協会の

方々に,今 あらためて心からお礼申 し上げます。

有難 うございました。東京のどこからでも見える

東京タワー,私 にとってそれは,「JIPDEC

はここだよ。」 と呼びかけてくれる道標の様に目

に映ったものである。そして,協 会と共に,機 種

決定と導入及び教育全般について,事 細か く指導

して下 さった日本電気の当時の高崎勲氏,鈴 木公

一郎氏が,す でに他界された今,こ の15年 の歳月

を顧みて感慨を覚えざるを得ないのである。

〈迷える老羊,SPの ことなど〉

こうして15年,今 日も学生はACOS800-180

の端末の前に座ってプログラミングに 頭 を ひね

り,職 員室の片隅では,先 生方が 口角泡を飛ば し

て,プ ログラム指導について論義 している。そん

な私は,今 日もチョークを握ってSP(ス トラク

チャー ド・プログラム)に挑戦する。 ダイクス トラ

先生言く。「(前略)小 さいプログラム例を用いて

いくつかの技法を説明し,最 後に ミ…とい うわけ

で何千倍 も大きいプログラムに出合っても,同 様

にして作成するミとい う結論が出せれば とても素

敵な事です。 しか し,あ のよくある教育的な道具
の 　 　 　 　 　

(傍点は筆者)で は うまくいきません 。とい うの

は,こ こでの中心的主題の1つ は,あ る側面で何

百倍とかそれ以上 とか異なる2つ のものは,ま っ

た く比較することができないとい うことだか らで

す(後 略)。」(構 造化プログラミング,野 下浩平

訳,サ イエンス社)

しか し,学 生の作るプログラムは,FORTRAN

でたかだか数百ステップに過ぎない。そして,私

はその様な 「教育的な道具」を教える 教 師 な の

だ。SPは 「生産性の向上」を 目指す。それはい

い。 しか し,「 生産性の向上」が即,教 育の目標

になるのだろうか。それは教育そのものの嬢小化

につなが りかねないと思う。私はSPの 「よきプ

ログラム作りの哲学」とい う主張を否定は しない

が,だ からといって,SPの 信奉者でもない。巨

大化するソフ トウエアの困難さとは,言 いかれば

「量の増大が質の変革を求めざるを得ない」 とい

う,あ の辮証法の条理が,無 慈悲に貫徹する事を

示 していると言えないだろうか。

とめどもない技術革新の流れの中,お のれを見

失なわないための確たる足場を何に求めたらいい

のだろう。

私は今,私 自身に次のように言いき か せ て い

る。 「巨大なプログラムがたちの悪い成人病にか

かっているとい うなら私は小児科の医師であ りた

い。食前に手を洗 う,何 でもよく噛んで立派な身`

体を作る健康管理の基本を学生に理 解 させ る の

だ」と・或いは・ 「巨大なソ・トウエアが壮大な

大河小説 とい うならば,私 は,正 しい文字と表現

を身につけ,短 か くても美 しい作文を書ける基本

を教え込むのだ。」と。

そ してこれは決して教育の倭小化ではない。こ

の道はや っと始まったばか りだと。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 頷 サ・ン
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■ 調 査 研 究 報 告書 の と りま と め

56年 度 事 業 の 一 環 と して 実 施 中

の 調査 研 究 の成 果 を 次 の よ うに と

りり ま とめ 中 で あ る。

● 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ シ ス テ

ム技 術 者 教 育 の 現 状 と課題 」

(委員 長:電 総 研 ・論 理 シス テ

ム 研究 室 長 田村 浩 一 郎 氏)

1.大 学,メ ー カ,シ ス テ ムハ ウ

ス 等 に お け るマ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タ技 術 者 教 育 の 課 題

2.マ イ クPtコ ン ピュ ー タを 用 い

たCAI技 術 の展 望

3.マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ シ ス テ

ム技 術 者 教 育 の 課題

4.マ イ ク ロコ ン ビL・ 一夕 シス テ

ム技 術 者 と して必 要 な知 識 体 系

5.そ の 他

● 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ とそ の

利 用 技 術 の 将 来 」

(委員 長:京 大 ・工 学部 教授

西 川 緯 一 氏)

1.知 的活 動 に利 用 す る個 人 用 マ

イ ク ロコ ン ピ ュー タ シ ス テ ムへ

の ニ ー ズ(ア ンケ ー ト調査 結 果

よ り)

2.マ イ ク ロ コ ン ビュ ー一夕に 関 す

る今 後 の 中心 的 技 術 動 向

●32ビ ッ トマイ ク ロ プ ロセ ッサ

●Ada言 語

●音 声 合 成 ・認 識

● ロー カル ネ ッ トワーーク ー1

●システム化技術
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■マイクロコンピェ一夕利用研究

会の開催

く第2回 〉

期日11月30日

場所 東京,機 械振興会館

テーマお よび講師

①新 しいForthコ ンパイラ

(株)リギーコーポ レーシ ョン

片桐 明氏

②XENIXマ シン

デジタルコンピュータ(株)

内田廣己氏

く第3回 〉

期 日12月8日

場所 大阪科学技術センター

テーマおよび講師

16ピ ットマイクロコンピュー

タの評価および将来方向

前田英明氏

く第4回 〉

期 日12月9日

場所 名古屋市工業研究所

テーマおよび講師

16ピ ットマイクロコンピュー

タの評価および将来方向

前田英明氏

く第5回 〉

期日1月26日

場所 東京 ・機械振興会館

テーマお よび講師

①マルチプロセッサの動向

大阪大学工学部教授

寺田浩詔 氏 ∵ 一

.、"べ 古註 乏こ～"三ぷ"㍗ 、 ゴ、ド.s

JIPDECだ よ り

コ ロ ン ビア貿 易(株)

大 沢 宏 元 氏

■ 委 託 開 発 機 器 の展 示

12月15日 か ら2日 間,日 本 マ イ

ク ロ コ ン ピュ ー タ シス テ ム工業 会

主 催 に よ るMIC-'81(MicrO

ComputerIntegrityCongress

-'81)が 東 京
,機 械 振興 会 館 に お

い て開 催 され た 。このMIC-'81

は,マ イ ク ロコ ン ピ ェ ー タ応 用 シ

ス テ ム の開 発 を 担 っ てい る シス テ

ム ハ ウス の技 術 お よび 開発 した 製

品 を一 堂 に 展示 して ユ ーザ に紹 介

す る もの で あ る 。

当 セ ン タ ーは 趣 旨に 賛 同 して こ

れ を後 援 す る と ともに,「 媒 体 変

換 シス テ ム 」 お よび 「4ビ ッ トマ

イ コン用 開 発 サ ポ ー トシ ス テ ム」

を,開 発 を 委 託 した2社 の コー ナ

に 出展 した 。

また,11月16日 よ り4日 間,名

古 屋 市 に お い て 開催 され た 中 部 エ

レク トロ ニ クス シ ョ ウに おい ては

「8080-6800双 方 向 ソ7ス プ ロ グ

ラム コンバ{タ 」 を 中 部 シス テ ム

ハ ウス工 業 会 の コー ナ に 展 示 し

た 。

■ 開 発 シ ス テ ム ガ イ ドの 発行

当 セ ン タ{⑰ 臨 これ まで に委

託 開 発 』鬼8機 種 の概 要 を 紹 介す

る小 農 遜Emarsン ス テ ム ガイ ド」

,でを 嘉 肴 し た61'な お ・ この ガイ ドは

パ.",.・'M変革 」艶・1において来場者に醍

醐 ⑨麿素語集による音齢 廃 、冷 塘 祉尭続ペ ペ

"…'
,・-i－ ㍉"-t"∵['灘 讐!◎1

.三・撫 轟 熟 議 趨 鍮 蘂紅 ☆口
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JIPDECだ よ り一一
■誤差解析コース

本 コースは数値解析 コースのあ

とを受けて開講するものであ り,

コンピュータによる数値計算およ

びデータ処理に際 して,心 得てお

くべき誤差解析の要点を短期間に

習得できるよう企画 したユニーク

なものです。いずれのテーマも,

最新の研究成果にもとつ く実際的

な話題が中心です。お申込みに際

しては,興 味 ・関心に応 じて,特定

のテーマのみ選択受講できます。

じ講義題目と講師

1.誤 差解析概論 一松信(京 都

大学 数理解析研究所)

2.代 数方程式の誤差 平野菅保

(日本大学 生産工学部)

3.常 微分方程式の適応的解法

清水留三郎(東 京大学 教養学

部)

4.数 値積分の誤差 森正武(筑

波大学 電子 ・情報工学系)

5.補 外法とその応用 永坂秀子

(日本大学 理学部)

圏圏盤圏
6.固 有値計算の効串と誤差 別

府良孝(名 古屋大学 理学部)

7.統 計解析の誤差 清水良一

(統計数理研究所 第一研究部)

8.計 算誤差とライブラリの使い

方 山下眞一郎(富 士通)

9.有 限要素法の誤差 戸川隼人

(日本大学 理学部)

10.組 込関数の誤差 春海佳三郎

(群馬大学 共通講座)

[〉研修期間

[〉研修時間

[〉受 講 料

57.3.8(月)～12(金)

5日 間

午 前9:30～12:30

年 後13:30～16:30

一 括 受 講 の場 合:6

万 円,選 択 受講 の場

合:1テ ー マに つ い

て6千 円

[〉お申込み,お 問合わせ先

〒105東 京都港区浜松町2-4

-1世 界貿易センタービル7階

(財)日 本情報処理開発協会

情報処理研修センター 教務課

電話03(435)6514

編集後記　
◇選挙の入場券や納税通知書など

は住民にとってなじみの深いもの

ですが,い までは,ほ とんどの地

方自治体が,こ れを日本語(漢字)

処理で行 っています。今号でとり

あげた大宮市役所のように住民票

とか戸籍事務などにも日本語情報

処理が普及していく こ とで しょ

う。 こうしたシステムを構築.運

用するうえで,い ちばん基本とな

るものは住民の信頼感ではないで

しょうか。◇ コンピュータ ・セキ

ュリティは国家一社会一個人の安

全保障 と密接にか か わって い ま

す。わが国が 「米国の誤ち」を繰

返さないためにも早急に法律,制

度など情報化社会にふさわしい環

境を整備することが望まれます。

ドン ・パーカー博士がかつて筆者

に贈ってくれた言葉"FOrSafer

Computer"が 改めて思い起こさ

れました。◇何事につけ創造の喜

びと産みの苦しみは表裏一体です

が,わ が国最初の電算機学校が開

校するまでには,そ れな りのいき

さつがあったようです。こうした

先人に続 く人の多いことを期待し

たいものです。'

昭和57年1月29日 発行し

JIPDECジ ャーナ ルNo.48
◎1982

財団法人 日本情報処理開発協会
東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話03(434)8211(大 代表)内 線535

※驚i鵠 慧 饗 ぽ ては当ts会繊(・3…-4SC- 一・8211Na535)ま 醜 名ラベル右下の= 一
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分 類 番 号

55-ROO2

55-ROO3

55-ROO4

55-ROO5

55-ROO6

55-ROO7

55-ROII

55-RO17

55-SOO1

55-SOO2

55-SOO3

ComputerWhitePaper'80

第5世 代 の コンピュー タ調査研究報告書 シ リーズ 全7巻

(限定100セ ッ ト)

資料 情報 システムのユーザーズ ・ガイ ド(1)

一 費用対効果分 析及び稼働分 析 ・予 測方法一

資料 情報処理 に関す る標準化調 査報告書

資料 パ フォーマ ンス測定器取扱 い説 明書

資料4ビ ッ トマ イコン用開発サポー トシステム取扱 い説明書

資料8080-6800双 方向 ソースプ ログラムコンバ ータ取扱い説明書

資料 マ イクロコンピュータにおけるPASCALコ ンパイラ取扱 い

説 明書

資料FCC第2次 コンピュータ調査最終決定 の修正

資料 マ イ ・コンピュータ/コ ミュニケー ション'81

*世 界 コンピュータ年'鑑'81

*コ ンピュータ白書is1

題 名

欧州 におけ る情報処理 の振興

オフ ィス ・オー トメー シ ョンの進展 と回線開放

一 ア メ リカにおける動 向 と展望 一

オンライン需要調査報告書

わが国におけるデー タ・ベース・サー ビス をめ ぐる動向

と問題

マイ クロコンピュー タ産業 の現状 と将来

16ビ ットマ イクロコンピュー タの動向

新 デー タ網 をめ ぐる問題点調査 とユーザの対話

日本語 ワー ドプ ロセ ッサ に関す る調査報告書

中小企業の情報 システム化 に関す る調査研究

マ ンマ シンユーザイ ンタフェイスに関す る調 査研究

報告書

マ イクロコンピュータ応用に関す る委託開発報告書

(英文 コンピュー タ白書'80年 版)

頒布価格

一 般 賛助 会員

4,500円3,600円

8,500円6,800円

5,500円4,400円

4,500円

3,600円

6,100円

6,000円

7,000円

6,200円

8,000円

1,600円

5,000円

3,600円

2,900円

4,900円

4,800円

5,600円

5,000円

6,500円

1,300円

4,000円

95,000円75,000円

7,500円

2,000円

1,200円

2,700円

2,800円

6,000円

1,600円

1,000円

2,200円

2,700円

1,400円1,200円

8,000円

無 料

6,800円

4,800円

お申込みは,お はがきで 『税05東 京都港区芝公園3-5-8機 械振興会館内

(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会/普 及 課fto3(434)8211内 線535
なお*印 のものはen=ン ピで タ`エーveeeslop1)興 怜 粧 いし理 ります・

P



'81コ ン ビ
ュ ー・タ 白 書:r?瓢 』送料35・円

新 コンピュータ技術 開発 のため に

1」iPDEC(財)日 本情報処理開発協会編

本 書 の 特 色

1・ わが国欄 礫 界の踊 権威であ る・・ピ・一 タAitS委gzaが 監修 した唯 一・の・ ・ピ。一 タ総 酬 ・1
,ls。2

・ コ ンビ・一 タ産 業の動向お よび聯 を網 羅 し・政府の糠 か ら、企業1則のEDP・ 、tfiと雌1醗 現況 を蹴

3・ コ ンピュータの髄 アプ リケー シ・ンの具㈱ を各業種 ごとに図解 を含めて わカ・りやす く解説
。4

・内外o=ン ピュータ関係 の政府 酬 及び関離 開 か らの設置利 撚 綱 査 ・統 計資糖 を完全収録 。

主 な内容
第1部 総 論
第2部 情報産 業の動向

●わが国 のコ ンピュー タ産業 ・情 報処理産業/諸 外国の

動向
第3部 情報産業政策

■わが国の コ ンピュー タ産 業 ・情 報処理 産業政策/行 政

におけるコンピュー タ利 用と政策/諸 外国の動向

第4部 デー タ通信の現況 と情 報通信政 策
・●わが国の情報通信事業 ・政 策/諸 外国 の動向

第5部 コ ンピュー タ利用の現況

●わが国の コンピュー タ実動状況 ・利用状況/オ ンライ

ン化 調査/諸 外国 の コンピュー タ設置状況

第6部 コ ンピュー タ適 用業務の具体例 く17社紹介〉

第7部80年 代 の展望一情報技術 と社会発展 の課題一
●ハー ドウ ェアの最 近の動向/日 本語情報処理 とオフ ィ

ス ・オー トメー ション/第5世 代の コ ンピュータ

第8部 資料 産業 構造審議 会情報産 業部 会答 申/80年 代の

電気通信政策 のあ り方/デ ータ通信 に関す る行政監察

結果 に基づ く勧告/ほ か

お申込みは全国書店 またはコンピュータ ・エージ社出版部 まで
。

奎売 コ ンピュー タ ・エ ー ジ社
T100東 京 都千 代 田 区 霞 が関3-2-5霞 が関 ビ ル30階
TELO3(581)5201(代)郵 便}辰 替 東 京4-67808

わが 国情 報処 理の 現状 を紹 介 す る英文誌JIPDECREPORT(英 文 ・季刊)

B5判 年間購読料送料共12 ,000円(国 内)・85ド ル(海 外)

UIPOε £(財)日 本情報処 理開発協 会編

願 已 鷲 黙 酬 の酬 理及び轍 理産業の動向を広1バ
JIPDECREPORTで は毎 号 、 中立的 な視 点 か ら、 わが 国の情 報処 理 に関 す る ト

議 論 瞥 繁 麟 嶽 ぽ あ(ずておりますので海外向けの櫟1

〈 最 近 の 主 な 特 集 テ ー マ 〉

・分 散 型 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム/情 報 化 週 間(44号)

・ コ ン ピ ュ ー タ 産 業 界 の 動 向/日 本 語 情 報 処 理(45号)

・マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 産 業 ・市 場 の 動 向(46号)

・ オ フ ィ ス ・ オ ー トメ ー シ ョ ン(47号)

<購 読 につ い て>

JIPDECREPORTは 年 間購

読 によ り受付 けてお ります。

ご希望 の方 は、下記 までお申

込 み下 さい。

〈販売代理店〉 ㈱ フ ジ ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン

T150東 京都 渋 谷区神 宮前5-29-7ビ ジセ ン ビル5F TE1.03(409)6291(代)

(担 当:若 山)
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